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氷の女侯爵












　時は麗らかな春。

　それは日差しが目に眩しいティータイムの出来事だった。

「あなた仕事ばっかりじゃダメよローズ、恋愛しなきゃ！」

　口に含んでいた紅茶を思わず吹き出しそうになる。

　ゲホゲホとむせる私の背をさすりながら、数少ない友人のミリアムが、なおも言いたい放題言い募りはじめた。

「ローズが爵位を継いでからもう三年になるわ。普通の令嬢のようにあなたが結婚を焦る必要はないけど、せめて恋愛くらいはしなきゃ！　そもそも侯爵家当主のあなたは愛人を何人囲っても許される立場にあるのよ？」

「待ってミリー、今日に限ってどうしてそんなに恋愛を勧めてくるの？」

　涙目でミリアムを見上げると、彼女はよくぞ聞いてくれたと言わんばかりに胸を反らした。

「それはねぇ……私が現在恋愛中だからよ！」

「あ、ああ……なるほど、それはおめでとう」

　ミリアムは、今は亡き兄ヨアンの妻だった。

　家同士が定めた政略結婚だったけれど、ミリアムは病弱な兄を献身的によく支えてくれたし、兄もそんなミリアムを慈しみ、誰の目から見ても二人はとても仲睦まじい夫婦だった。

　しかし三年前に兄が亡くなり、ミリアムは暫し言葉が発せなくなるほどの悲しみに沈んだ。

　無理もない、幼い頃から常に覚悟をしてきた私とは違い、ミリアムは夫婦としてこれからという時期でもあったのだから。

　そんなミリアムも今では以前の明るさを取り戻し、誰かと恋愛をするに至るとは……友人としても義妹としても素直に喜ばしい。

「ローズ、人間には恋愛からでしか得られない感情や衝動というものがあるのよ。探究心の強いあなたなら……それがどんなものか知りたいと思わない？」

「んー恋愛、かぁ……」

　幼少期から病弱な兄のスペアとして後継者教育を叩き込まれてきた私は、一般的な令嬢のように集って噂話に花を咲かせる……という社交を経験してこなかった。

　兄が存命中は補佐として実務に明け暮れ、当主となった今もなお仕事三昧で友人を作る余裕すらない。

　その上男性に対してはつい事務的に接してしまいがちで色気など皆無……恋など生まれようはずがない。

　そんな有様だから『氷の女侯爵』などという二つ名をつけられてしまったのだろう。

　果たして私のような女に恋愛などができるのだろうか。

　しんと黙り込む私の頭を、ミリアムは不出来な妹を慰める姉のように優しく撫でた。

「来週から三週間、建国祭で国中が浮き足立つわ。ローズ、騙されたと思ってあなたも一度くらい羽目を外してみなさいよ。人生変わっちゃうかもよ？」

　悪戯っ子のようにパチリとウィンクをするミリアムに、私はふっと苦笑する。

「そうね、心に留めておくわ」

「ねえ、建国祭初日は一緒に行きましょう。彼も紹介したいし」

　ミリアムはうふふっと花が綻ぶように笑った。

　よほどその恋人のことが好きなのだろう。いったいどんな相手なのか私も気になりはじめた。

「紹介してくれるの？　楽しみだわ」

「もちろん！　でもその前に……義姉としてあなたに一つ課題を出すわ」

「課題？」

「建国祭でパートナーを見つける！　それがあなたへの課題よ」

「ミリー……」

「少しでも何か心に響く男性に出逢ったら、絶対に捕まえること！　いいわね？」

「いや、私は……」

「以後の反論は禁ずる！」

　ぴしゃっと強引に話を終わらせるなり、ミリアムは好物のマカロンをパクリと頬張った。

　そうして話題はミリアムの思うまま、王都を賑わす貴族達の恋愛模様へと移り変わってゆく。

　人の色恋にまったく興味のない私は、相槌を打ちながらも適当に聞き流す。

　世間は本当に恋愛話が好きだ。

　きっとティーパーティーとはこんな風に様々な噂話が行き交うのだろう。

　それにしても恋愛、か……

　ミリアムの思いつきにも困ったものだが、彼女に甘い私はどうにかクリアしようと頑張ってしまうのだろう。

　しかし今回の課題に限ってはかなりの難問だ。

　さてどうしたものかと頭を悩ませながら、温くなった紅茶をごくりと飲み干した。
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「お、お目に掛かれて光栄です、オリオール侯爵様。ボリス・ペローと申します」

　筋骨隆々の大柄な男性が、緊張した面持ちでぎこちなく頭を下げる。

　そんな無骨なボリスの様子を、ミリアムはうっとりとした眼差しで見つめていた。

　この人が、ミリアムの恋人。

　華奢で柔らかい顔立ちの兄とはすべてが正反対の、眉が太く力強い生命力に溢れた精悍な男性だ。

　ミリアムから事前に聞いていた話では、ボリスは伯爵家の次男で現在は騎士職に就き、彼自身は男爵位を拝しているという。

　なんでも早くから騎士団に入っていたため、これまで女性と接する機会がほとんどなかったのだそうだ。

　仕事一筋で異性に縁遠かったという点は個人的に親近感を覚える。

　そんな二人が出会ったきっかけは、ミリアムが街でスリに遭った際、偶然居合わせ助けてくれたのがボリスだったのだとか。

　ミリアムは一目で運命めいたものを感じ、猛アタックの末、見事交際するに至ったらしい。

「こちらこそお会いできて嬉しいです、ペロー卿」

　二人から漂う初々しい雰囲気が微笑ましくて、自然と笑みが零れる。

　こんなに幸せそうなミリアムを見るのは久しぶりだ。あれだけ私に恋愛を勧めた理由がようやく分かった気がする。

　皆で大広間へと向かう道すがら、私は主に聞き役となりながら二人の話に耳を傾けていた。そこでつい癖で、ボリスの人となりをさりげなく観察する。

　私から見たボリスは……瞳は澄んでいて、裏表のない実直な人物のように見受けられた。

　しかしこれまでの経験から、目に見えるものだけで人は推し量れないことも知っている。

　もちろん純粋な気持ちで側に居てくれるなら言うことなしなのだが、『レトラント公爵令嬢』、『前オリオール侯爵夫人』という二重の肩書を持つミリアムに、何らかの意図があって近づいた可能性だってなきにしもあらずだ。

　そこまで考えてふと我に返り、曇りないミリアムとボリスの笑顔が目に入った瞬間、微かな罪悪感と共に自己嫌悪を覚えた。

　私も普通の令嬢のように育てられたなら、もっと純粋な心で二人を祝福できたのだろうか。

　本当に私は疑心が強く可愛げがない。

　ミリアムのように天真爛漫で愛らしい女性を前にしたら余計にそう感じてしまう。

「待ってローズ」

　メイン会場である大広間へ足を踏み入れようとしたところで、ミリアムに後ろからぐいと腕を掴まれた。

「どうしたの？」

「私が出した課題、覚えてるわよね？」

「……もちろん」

「もう、露骨に嫌そうな顔しないの！　明日確認に行くから、いい報告楽しみにしてるわ！」

　ミリアムはビシッと私の鼻面に人差し指を突きつけ、パチリと片目を瞑る。

「……分かったわ」

　力無く頷く私を見届けると、ミリアムは「またね」と手を振り、ボリスと共に会場内へ消えていった。

　一人残された私は、ひとまずウェルカムドリンクを受け取って宴会場を一巡することにした。

　時折見知らぬ男性から声をかけられるも、特にピンとくるものもないのでさらりと受け流し、あてもなく彷徨う。

　そうしていつしか休憩室が並ぶフロアへと辿り着いたので、ついでに休憩でもしようと空き部屋を探しながら人気のない回廊を歩いていた。

　すると――

「おおおおおお!?」

　不意に耳に飛び込んできた雄叫びに驚き足が止まる。見れば部屋の扉が少し開いていて、そこから声が漏れ出ているようだ。

「お前が負けるなんて珍しいな！」

　はしたないとは思いつつも好奇心には抗えず、ドアの隙間からそっと中を覗く。

　すると数人の男性達がテーブルを囲み、カードゲームに興じているところだった。

　雰囲気から察するに、どうやらその中の一人がたった今負けたようだ。

「約束通り罰ゲームを受けてもらおう」

「……はいはい。で、俺は何をすればいいんだ？」

　敗者らしき金髪の男性が、手に持っていたカードをテーブルの上に放り投げる。

「そうだな……氷の女侯爵」

　内心ドキリとする。

　ここで私の二つ名が出るとは何の因果だろう。

「建国祭が終わるまでの三週間で、ルカが彼女を落とす……なんてのはどうだ？」

「お、それはいいな！　まあ彼女は男に興味があるのかすら謎だけど」

「ははっ！　じゃあ俺達は成否を賭けるとしようか。そうだな……俺は落とせないほうに賭ける。これまで名だたる色男達を袖にしたんだぜ？　いくらルカといえど永久凍土の女を落とせるかよ」

「たしかになぁ……でも見た目だけはホント最高なんだよなぁ。あのお綺麗な澄まし顔、ベッドで啼なかせてやりたくならないか？」

　そこで男性達がドッと盛り上がり、聞くに耐えない卑猥な言葉の応酬がはじまったので、そっとその場を離れた。

　私の知らないところで勝手に賭けの対象にされるとは。

　そのことに対して特に不快な感情を抱くことはなかった。

　むしろそんな不埒な目的で近づいてくる相手など、適当に弄もてあそんで返り討ちにしてやっても文句はあるまい。

　そう考えたら、賭け相手の訪れが少し楽しみになってきた。

　今回のゲームで負けたと思われる、ルカと呼ばれていた金髪のあの男……見覚えはないが、たしか第五王子がそのような名だったと記憶している。

　よく城を抜け出しては放浪の旅に出る、自由で気ままな遊び人と噂の人物だ。

　滅多に公の場に姿を現さない方なので、私はこれまでルカ王子を見たことがない。

　まあ、彼がしっかり賭けを遂行するつもりなら、ルカ王子なのか否かはすぐに分かるはずだ。

「……面白くなってきたわね」

　あの男はいったいどんな駆け引きを仕掛けてくるのだろう。

　私は弾むような足取りで、元来た道を引き返すのだった。






　半ばウキウキしつつメイン会場まで戻った私は、ワインを楽しみながら密かに金髪の男を待っていた。

　しかし、待てど暮らせど一向に姿を現さない。

　まさか賭けの話は無くなったのかしら？

　少しガッカリしながらワインを飲み干し給仕を呼び止めようとしたところ、絶妙なタイミングで横からワイングラスが差し出された。

「よろしければ如何ですか？」

　私はそれを素直に受け取り微笑む。

「ありがとうございます」

　待ち人来たれり――あの金髪の男だった。

　先ほどは遠目でよく分からなかったが、近くで見るとこれはまた稀に見る美形だ。

　髪は銀に近いプラチナブロンドで、瞳は透き通った淡いブルー。ビスクドールのような繊細な目鼻立ちは、木石と自覚ありな私ですら思わず見入ってしまうほど麗しい。

　なるほど、これほどの美形だから私を賭けの対象としたのか。

　でも残念ながら私は面食いではないし、これまでも多くの色恋を仕掛けられた経験がある。

　ただの一度も心動かされることはなかったけれど、それだけ侯爵私のパートナーの座とは魅力的なのだろう。

　正直なところ、容姿がどうあれ甘言蜜語かんげんみつごを弄し擦り寄ってくる男達には辟易していた……はずだったのだが――

「……少し、テラスで話しませんか」

　ありふれた誘い文句を告げる男の目は、これまで私に近づいてきた男達とは明らかに違っていた。

　洗練された物腰と遊び人のような風貌を持ちながら、瞳には微かに緊張の色が見える。

　そしてどこか切実でいて滾たぎるような熱い炎がほんの一瞬垣間見えた気がした。

　その刹那、ドクッと心臓が大きく脈打つ。

　見間違いではない。

　それは野心とも渇望ともつかない激しい何か――こんな目で私を見る男は初めてだ。

　ゾクゾクと体の奥底から湧き上がる震えのようなものを感じた。

　生まれて初めて感じる情動に心は高揚し、まるで恋にでも落ちたかのように胸が高鳴る。

　この瞳になら、騙される価値がある――

　それは常に理性的であることを強いられていた私が、当主教育を施されて以後、初めて感情に決断を委ねた瞬間だった。

「ええ、喜んで」

　にこりと微笑んで差し出された手を取る。

　すると男の顔には、はにかんだような笑みが広がった。

　腹に複雑なものを抱える気配を感じさせながら、その笑顔は反則なまでに無邪気だ。

　困った、手の内がまったく読めない……

　ジッと観察するようにその顔を眺めていると、男は何気なく瞳を逸らし、テラスまで私をエスコートした。

「あの……俺の顔に何かついていますか」

「気を悪くさせたなら申し訳ありません。卿の瞳がとても美しいと思いまして」

　さらりと告げた本心に、男は動揺したのか小さく瞳を揺らした。

　何故だろう、この男の反応はことごとく予想を裏切る。

　陳腐な美辞麗句など、うんざりするほど聞き慣れているだろうに。

「……あなたのほうが、ずっと綺麗です」

　これまた聞き飽きるほど聞かされた言葉を男は告げたのだが、私はすぐに言葉を返すことができなかった。

　男の眼差しには、必ず混じるはずの媚びや打算が一切感じられなかったからだ。

　まるで本心を告げているのだと錯覚させるかのように。

　予想以上に手強い男――この時私はそう直感した。

　距離を誤れば、火傷をするのはこちら側かもしれない。

「……ありがとうございます。あの、卿をなんとお呼びすればよろしいでしょう？」

「申し遅れました、俺はルカと申します」

「まあ！　第五王子殿下でいらっしゃいましたか……私はローズ・オリオールと申します。殿下には大変なご無礼を……」

　大袈裟なくらい驚いて頭を下げようとする私を制し、第五王子は困ったように笑った。

「お願いですからそう畏まらないでください。これから無礼を働くのは俺のほうなんですから」

「殿下が私に、ですか？」

「ええ、あなたに交際を申し込みたいのです。正式な恋人として」

　ルカの言葉を受け、暫しぽかんと呆気に取られる。

　前置きも何もなく、いきなり交際の申し込み？

　恋愛に慣れたものにしては情緒も何もあったものではない。

　これまでの男性達ですら、もう少し駆け引きのようなやり取りがあったように思うけれど……愚直なまでのド直球ぶりも、この容姿なら許されてきたということだろうか。

　やっぱり、この男の手は読めない……

　いつもの私なら、不信感を抱いた時点で確実に去っているところだ。

　でも……不思議なくらいこの瞳は私の判断を狂わせる。

　恋愛百戦錬磨のような容姿を持ちながら、何故私を見るルカの瞳の奥には、不安のようなものが揺らいで見えるのだろう。

　まるで断られることを本気で恐れてでもいるかのように。

　たとえ賭けに負けたくないにせよ、普通ここまで繊細かつ完璧な演技ができるものなのだろうか。






　――少しでも何か心に響く男性に出逢ったら、絶対に捕まえること！






　不意にミリアムの言葉が頭を掠める。

　私を騙すだけの男だと分かっていても、心動かされたのなら捕まえるしかない……そういうことよね、ミリアム？

「殿下」

「どうぞルカと呼んでください、ローズ」

「……ルカ、私達は初対面ですよね？　そんな私に何故交際を？」

　ルカは開きかけた唇を引き結び、ふと目を伏せた。

　憂げなその眼差しも、引き込まれるように美しい。

「……あなたは俺を知らなかったでしょうけど、俺はあなたを知っていました」

「どこかでお会いしたことが？」

「いえ……俺が一方的に……あなたを見ていただけです」

　小さくまつ毛を震わせるルカは、繊細なガラス細工を思わせた。

　触れたら壊れてしまいそうで、流石の私も深掘りをすることが躊躇ためらわれるほどだ。

「ルカ……その手を取るか否かを決める前に提案があります」

「何でしょう」

「私の二つ名が『氷の女侯爵』であることはご存知でしょうか」

「……ええ」

「私はその二つ名の通りの女です。氷のように冷たい女ですから、この歳まで恋をしたこともありません」

「ローズ……」

「ですからルカ、建国祭が終わるまでの三週間で、私に恋というものを教えてくれませんか」

　私の提案を受け、ルカは大きく目を見開く。

　三週間という賭けとの合致に驚いたのだろうか。

　いずれにせよ彼がこの提案を受け入れれば賭けは成立するし、私もミリアムの課題をクリアできる。

　互いに利のある完璧な提案だと自信があったのだが、次に彼の発した言葉は予想の遥か斜め上をいくものだった。

「たった三週間、限定なのですか？」

　咄嗟に言葉が出てこない。

　彼らの賭けは建国祭終了日までだったはず、私が離れたあとで条件が変わったのだろうか。

　だとしてもそれはそちら側の都合、私には関係のないことだ。

「ええ、建国祭が終わり次第、私はすみやかに領地へ帰りますので」

「俺は……身軽な立場ですから、共にあなたの領地へ赴くこともできます」

　何やら話がおかしな方向へ進んでゆく。何故ルカはこれほどまでに食い下がるのだろう。

　彼にどんな事情があるにせよ、三週間の期限を譲るつもりはない。

　私の休暇は建国祭が終わるまでであり、帰ったら当主業務が山積しているし、優雅に恋愛を楽しんでいる余裕などないのだから。

「建国祭が終わるまで……この条件を呑んでいただけないのなら、ルカとの縁もここまでということで……」

「……分かりました、その条件を呑みましょう」

「ありがとうございます、それでは三週間よろしくお願いしますね」

　にこりと微笑んで手を差し出すと、彼はその手を取り甲に口付けた。

「ローズ、教えてください。この恋愛には……どこまでが許されますか」

　どこまで、とは身体的接触を含めての線引きを指すのだろうか。

　たしかに未婚女性の貞節は尊ばれるものだが、私は侯爵家当主であり普通の令嬢とは事情が異なる。

　ミリアムが言うように愛人を幾人囲おうと許される立場にあるし、たとえ火遊びをしようと名節に傷がつくこともない。

「一般的に恋人同士がすることすべてです」

　当然のことのようにさらりと告げると、ルカの瞳にゆらっと闘争心のような火が灯る。

　その熱い揺らぎをずっと見ていたくて、瞬きも忘れ澄んだ冬空のような蒼に見入る。

　私は……どうやら彼の内に秘めた野心のような渇きが好きらしい。

　だから私らしくもなく、『恋愛におけるすべて』を彼に許したのかもしれない。

「ローズ……」

　ルカは私の腰を抱き寄せ、そっと頬に触れた。

「その言葉、今から有効ですか」

「ええ、書面にでもしたためましょうか？」

　揶揄からかい混じりの私の笑みに、ルカはふっと表情を和らげる。

「不要ですが……口約束といえど、約束は約束です」
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　ルカはわずかに躊躇う素振りを見せたのち、軽く唇を触れ合わせた。

　それはほんの一瞬掠めるような、あまりにさり気ない口付けだった。

「不快でしたか」

「……いいえ」

　驚きはしたけれど決して不快ではない。

　ルカは距離の取り方が絶妙だ。

　警戒心の強い私の境界を慎重に探り、上手に間合いを詰めてくる。

　流石は遊び人と噂の王子様――

「期間限定とはいえ、今からあなたは俺の恋人です。もう一度……口付けても？」

「恋人とは、わざわざそんな断りを入れるのですか？」

　くすりと笑うと、ルカはゆるりと首を振り、私の両頬に触れた。

「……不快なときは、遠慮なく殴ってくれて構いません」

　ルカはそう熱っぽく囁きながら、今度は深く口付けた。

　ただ唇を合わせているだけなのに、柔らかな感触が不思議と仄甘く感じられる。

　恋人達が夢中で口付けを交わす理由が少しだけ分かった気がする。

　ルカ王子……三週間後の私は、彼に対しどんな思いを抱いているのだろう。

　ひとときの戯れとスッパリ切り捨てられるのだろうか、それとも――

　いや、今面倒なことを考えるのはよそう。

　これは当主教育を施されて以降初めて下した感情的決断だ、結果はどうあれ思う存分楽しめばいい。

　たとえすべてが偽りだったのだとしても――

















偽りの恋人












　翌日昼過ぎ、すっかり寝過ごしてしまった私は、部屋に押し入ってきたミリアムによって叩き起こされた。

　昨夜はルカと後日会う約束をして別れ、早朝まであれこれと考え事をしている内に、いつの間にか寝落ちていたようだ。

　本音はまだ寝ていたいところだけれど、せっかちなミリアムを放っておくこともできない。

　ひとまず簡単に身支度を済ませてから、天気が良かったのでテラスで話をすることにした。

　席に着くなり、ミリアムはずいっと身を乗り出し顔を寄せてくる。

「ミリー、何かあったの？」

「何かあったどころの話じゃないわ！　あの噂は本当なの!?」

「噂って？」

「もう！　第五王子殿下とあなたが恋仲だって社交界で今凄い噂になってるわ！」

「あら、そうなの？」

　昨夜ほんの数時間共にいただけで、ミリアムの耳に届くほど噂になっているとは。

　まあルカは社交界で顔が知られていないとはいえ、あれだけ目立つ風貌だ、特に驚きはしない。

「ちょっとローズ！　のんびり茶なんて飲んでる場合じゃないわ！　本当のところはどうなの？」

「そうね……本当ともいえるし、違うとも言えるかしら」

「この捻くれ者！　もっと分かりやすく言いなさいよ！」

　ミリアムは、はぐらかされてイライラしたのか顔を真っ赤にしている。

　すぐ顔に出るのがミリアムの可愛いところなのだけれど、これ以上揶揄ったら本気で怒られそうなので、このくらいにしておこう。

「建国祭が終わるまでの三週間限定で恋人になったのよ」

「え、何よそれ……三週間の火遊びってこと？」

「そうね、恋愛がどんなものかを知るには十分な期間じゃない？」

「まあ、そうかもしれないけど……でもどうしてよりによって第五王子殿下なの？」

　はあっと深い溜め息と共にミリアムの表情がどんよりと曇る。

「何か問題でも？」

「大アリでしょ！　放浪癖があるうえ、王都にいる時は夜の盛り場に入り浸る遊び人って有名じゃない！　どうせならもっと誠実な人と恋愛して欲しかったのに……」

　こんなにも真剣に私の身を案じてくれるなんて……

　半ば感動しながら、しゅんと項垂れるミリアムの手をそっと握る。

「そんな遊び人ならむしろ好都合よ。恋愛の楽しさだけ教えてもらって、後腐れなく別れられるじゃない？」

　にこりと笑う私を見て、ミリアムはなおも「うーん」と渋面する。

「そういう割り切った恋もよくある話だけど……それってかなり上級者向けだと思うのよね……」

「かもね。でも常に理性を失わなければ問題ないはずよ」

「ローズ……」

　ミリアムは再びぐっと顔を寄せてきた。

「恋愛は常に計算通りとはいかないものよ。むしろ理不尽でままならないのが恋……ローズにも分かる日が来るとしたら、それは本気で恋に落ちてしまった時ね」

「ご忠告ありがとう、肝に銘じておくわ」

　恋に溺れ理性を失う自分など想像もできないけれど、それも恋の醍醐味だというのなら、一度くらい経験してみるのも悪くはない。

「私は大丈夫よ、三週間限定だけど……あなたが勧める恋というものを楽しんでみるわ」

「そう……ローズが決めたのならもう反対はしない。でも、何かあったらいつでも相談してね？」

「分かったわ、必ずそうする」

　そう言って頷くと、ミリアムはようやく笑顔を見せてくれた。

　ルカからすればこれは単なる仲間内の賭けに過ぎず、私も恋というものを知るため利用する気満々なのだからお互い様だ。

　こんな打算ずくめの私達に、真剣な情が芽生えるとは到底思えない。ミリアムの心配など杞憂に終わる。

　この時の私は、本気でそう考えていた――






　ミリアムが生家のタウンハウスへ帰ったあと、私は執務室で手紙の山を仕分けていた。

　領地にいる時は優秀な侍女達が手際よく片付けてくれるのだけれど、たった三週間のことだからと無理に連れてくることはしなかったのだ。

　そのことを、今無性に後悔している。

「はあ……全部燃やしたい……」

　昨日悪目立ちし過ぎたせいか、招待状や求婚状が例年の倍は届いている。

　代り映えのない文面にいい加減うんざりしはじめた頃、一通の封書が目に留まった。

　黒地の紙に金の箔押しがされた封書――それは紛うことなき王家からのものだ。

　まさかと思いつつ開封すると、案の定ルカからの手紙だった。

　プライベートな手紙に、わざわざ王家の権威を利用するだなんて……普通に送っては無視されるとでも思ったのだろうか。

　苦笑しつつ中をあらためると、それは早速のデートの申し込みだった。

　日付は明日……昼前に迎えに行くので城下街の建国祭を見物しようとの誘いだ。

「祭、か……」

　毎年この時期は王都にいながら、私は城下街での祭をまともに見たことがなかった。

　国中から貴賤きせん問わず多くの人が集まる建国祭。遠くから眺めたことはあるし、どれだけ賑わっているかも知っている。

　でも、私は破落戸ごろつきの類が大の苦手だ。

　上手く隠せるようにはなったけれど、今でも男の怒声を聞くだけで心臓が縮み上がる。

　けれどルカの誘いを前に、心が揺れ動いてしまった。

　ルカは祭でどんな表情を見せてくれるのだろう。

　彼の瞳はとても感情豊かだ。

　美しい容貌に似つかわしくない、野蛮な炎が揺らめくあの瞳は……ずっと見ていたいほど心惹かれる。

　暫し考え込んだ末、私はペンを取りルカに返事を書いた。

　すなわち諾、と――






　翌日、約束通り祭見物にやってきた私とルカは、街の中心地から少し離れた場所で馬車を降りた。

「今日という日が待ち遠しかったですよ、ローズ」

　キラキラと太陽より眩しいルカの笑顔に圧倒され、思わず目を細める。

　すごい……全身から好意を溢れさせるルカの様子に、恋愛経験値の差を思い知らされる。

　仮初の関係でありながら、ここまで演じ切れるルカはやはりただものではない。

　本当に彼からは学ぶことが多そうだ。

　まずは笑顔。

　好きなものを思い浮かべれば、私もあの笑顔に近づくことができるだろうか。

　私の好きなもの……そこで真っ先に思いついたのは、領地に置いてきた愛犬のマルだ。

　綿菓子のようなマルの愛らしい姿を思い浮かべると、いとも容易く顔が緩んでしまう。

　その笑顔を意識しつつルカを見上げた。

「私もですよ、ルカ」

　上手く笑えているだろうか……ルカは私の顔をジッと見つめ、そのまま足を止めた。

「ルカ？」

　怪訝に思い首を傾げると、不意打ちのように口付けられた。

　戸惑う私に構わずそのまま二、三度啄み、スリッと鼻先を擦り合わせる。

「……その笑顔は反則です」

「あなたに倣ったのですよ」

「俺に？」

「ええ、あなたの笑顔があまりに素敵だったから、真似をしたんです」

　そう告げた刹那、ルカはパッと私から離れ、掌で顔を覆った。

　まさか……照れているのだろうか。

　やっぱり妙だ。

　遊び慣れた人の反応にしてはあまりに初心すぎる。情緒に乏しい私ですら、うっかり可愛いと思ってしまうほどに。

　まさかこれも恋愛テクニックの一つ？

　分からない……考えれば考えるほどドツボにハマりそうだ。

「ルカ……気に障りましたか？」

「違います！　あなたを前にすると、その……どうも表情管理が……」

「恋人にそのような気遣いは不要なのでは？」

　そこでルカはハッとしたように目を見開いた。

「私に恋の駆け引きを教えたいというのなら……話は変わりそうですけれどね？」

　わざと含みを持たせてクスリと笑うと、ルカは冷静さを取り戻したか、緩く頭を振りつつ苦笑した。

「あなたと駆け引きなど……考えただけで恐ろしいですね」

「私がそれほどの巧者に見えますか？」

「ローズが巧者であろうとなかろうと……あなたに仕掛けられたら俺は勝てません」

「ふふ……あなたは前世で私に借りでもあるのでしょうか」

　ほんの言葉遊びのつもりだったのだが、何故かルカはふっと自嘲的な笑みを浮かべた。

「……そうかも、しれませんね」

　ルカは賭けのため私に近づいてきた。

　知らぬところで私を見ていたという話もどこまでが本当かは分からない。

　でも……いったいどんな思いからこれほど複雑な表情を見せるのだろう。

　知るほどに、底なしの沼に嵌り込むような焦燥を覚える。

　探究心をそそられる人ではあるけれど、あまり深入りは禁物だ。

「このままでは日が暮れてしまいそうですね。そろそろ移動しませんか？」

「……そうですね、行きましょうローズ」

　ルカは私の手を握ると、中心地とは反対のほうへと歩き出した。

　当然人気ひとけはなくなり、民家もまばらになってゆく。しかしルカの迷いない足取りから明確な目的地があるのだろうと察し、暫し黙って従うことにした。

　やがて小高い丘を登り切った先に現れたのは、こぢんまりとした可愛らしい館だった。

「まあ……」

　丘に面した前庭からは街全体が一望でき、程よい距離で人々の活気を感じられる。

　私にとってこれほど絶妙な見物場所はない。

　ルカは木陰のベンチまで私を導き、ハンカチを敷いて座らせた。

「ありがとうございます。素晴らしい景色ですね、こんな素敵な場所があったなんて」

「ここは俺の隠れ家なので、誰にも秘密ですよ」

　隣に座るなりルカは悪戯っ子のように笑う。

「隠れ家？　私に明かしてしまってもいいのですか？」

「あなただからお連れしたかった……俺、毎年祭りはここから見物してるんです」

「それは……少し意外ですね」

　ルカは華やかな場こそ似つかわしく見えるのに。

「遊ぶことは好きですが、人混みが好きなわけではありません」

「奇遇ですね、私もですよ」

　そこで目が合い、私達はごく自然に微笑み合った。

　ルカの側は不思議と居心地がいい。

　きっとそうなるよう気遣ってくれているせいなのだろう。

　理性はすべて偽りなのだと警鐘を鳴らすも、感情はこの心地よさに流されてみたいと訴える。

　さて、私はどちらを選択すべきだろう。

　ローズ・オリオール侯爵としては前者一択だけれど、ローズとしては断然後者だ。

　今の私はただのローズ。

　ならば、私は後者を掴み取ろう――

　そっとルカの肩に頭をもたれてみると、ルカの体がビクリと強張った。

　あまりに馴れ馴れしすぎただろうか。

　咄嗟に身を引こうとする私を、ルカは逃すまいとするかのように抱き締める。

「誤解しないでください、ローズ。嫌だったのではありません」

「そうなのですか？」

「むしろあなたが嫌でなければ……もっと好きに触れてください」

　なんだか凄いことを言われたような気がする。

　少し頬に熱を感じて、それを隠すよう私はルカの背にしがみついた。

　するとふわりと爽やかな柑橘系の香気が鼻腔を掠める。

　いい匂い……とても好きな香りだ。

　この香りに触れるたび、私はきっとルカを思い出すだろう。

　その時抱く感情はおそらく……この香りのように甘酸っぱいものである予感がする。

　これまで感情的なこと、感性的なことには目を向けず、不要なものと断じ切り捨ててきた。

　そんな私だったから、自らの心の動きに目を向ける『今』という時間をとても新鮮に感じる。

　すごく、楽しい。

　ルカは私をただのローズにしてくれる人だ。

　すべてが偽りだとしても、彼の隣はとても心地がいい。

　私を賭けの対象にしてくれたあの青年貴族に感謝したいくらいだ。

「ローズ、ここから見る夜の街も綺麗なんですよ。祭りの間は毎日花火も上がって……あなたと一緒に見られたら楽しいでしょうね」

　これは言葉通り受け取るべきなのだろうか、それとも夜の誘いも含まれていると深読みすべき？

　私は生娘だが、ガチガチに守り通してきたというわけではない。

　単にそういう機会がなかっただけだ。

　何事も自ら実践したい性質なので、閨行為も一度くらいは経験してみたいと思っていた。

　その相手がルカなら申し分ない。

　彼のほうが果たしてそんな気分になれるのかは……分からないけれど。

「それは是非見てみたいですね。実は夜に限らずじっくり祭を見たことがないんです」

「……何か、理由でも？」

「破落戸や怒声が苦手なのです。薬を飲めばある程度抑えられるのですが、万が一倒れでもしたら迷惑をかけてしまいますので……」

　実際私は過去に倒れたことがある。

　何故こんなに忌避感を覚えるのかは……自分でも分からない。

　主治医に相談したこともあるけれど、原因となるものを忘れているのだとしたら、無理に記憶をこじ開けないほうがいいと言われるだけだった。

「今日は事前に薬を飲んできたので大丈夫だと思います」

「いえ、無理に行く必要はありません。ここから一緒に見物しましょう」

「ルカは……それでいいのですか？」

「あなたと一緒に居られるならどちらでも同じことです」

　邪気のない笑顔でここまで言い切られてしまっては、私としても従わざるを得ない。

「……分かりました、それではお言葉に甘えさせていただきますね」

「あ、屋台から色々調達してきますよ。それならここでも祭気分が味わえるでしょう」

「それは……魅力的な提案ですね。断る理由がありません」

　本当は私もあの熱気を直に味わってみたかった。

　憎らしいくらい正確に私の気持ちを汲んでくれるルカの嘘に、心から騙されてしまいたくなる。

「少し一人にしてしまいますがよろしいですか？　隠れ家なのでここには人を置いてないんです」

「ええ、大丈夫ですよ」

「この館は結界で守られているので安全です。よかったら好きに見て回っても構いませんよ」

「結界？　まさかルカは魔法使いなのですか？」

「……大した実力ではありませんが、一応魔塔に籍があるのでそうなりますね」

「魔塔に籍が……凄いですね」

　人は誰しも魔力を内包しているけれど、それを魔法として扱える者はごくわずかだ。

　中でも魔塔に認められるほどの魔法使いは厳しい基準をクリアした者に限られ、世界でも数えるほどしかいない。

　その一人がルカだなんて……そんな名誉なことが何故広く知られていないのだろう。

　驚きに暫し放心している私を見て、ルカは人差し指を自らの唇に押し当てた。

「この国でも両親とごく一部のものしか知らないんです。だから……内緒ですよ」

「そんな大事な秘密をどうして私に？」

　ルカは私の腰を抱き寄せ、こつりと額を合わせる。

「だって……あなたは俺の恋人じゃないですか」

　視界いっぱいに広がる透明な蒼。

　透き通ったルカの世界に、心ごと吸い込まれてしまいそうな錯覚を覚える。

「恋人ができる度にその秘密を明かすのですか？」

「どうして？　俺の恋人はローズだけじゃないですか」

　もしかしてはぐらかされた？

　遊び人と噂がたつくらいなのだから、過去にいくらでも恋人はいただろうに。

「ふふ……そういうことにしておきます」

　あなたしか見えないというルカの徹底したスタンスは嫌いではない。

　むしろ自尊心をくすぐられ気分がいい。

　そのままつと顔を上げると、すぐに唇の先が触れ合った。

「ローズ……」

　熱っぽい囁きを合図にルカの纏う空気が濃密なものに変わる。

　これは女として求められているのだと、恋愛経験のない私でも本能的に察した。

　パクリと唇を喰まれ、閉じた唇をこじ開けるよう舌先でくすぐられる。

　驚いて開きかけた隙間からすかさずルカは舌を差し入れ、私の舌に蛇のように絡みついた。

　凄い……ルカの熱に当てられたように、頭の奥がジンジンと痺れ、甘く蕩けるような感覚が体に広がってゆく。

　キスだけなのにこんなに気持ちがいいなんて……体を合わせればどれほどの感覚を味わうのだろう。

　幸いルカにもその気はあるようで、一方的な欲ではないのだと安堵する。

　ねっとりと口内を掻き回され、どちらのものとも分からない唾液を飲み下す。

　キスとはこんなにも生々しくいやらしいものだったのか。

　快楽を貪るよう夢中で口付け合っていると、ルカの手が私の腰を強く引き寄せ、もう一方の手が衣服越しに胸の膨らみに触れた。

　もどかしい……いっそ直に触れてくれたらいいのに……

　私がルカの手に自らの手を重ねると、ルカは動きを止め、わずかに唇を離した。

「ルカ……寝室へ案内してくれませんか」

　明確な欲に濡れたルカの瞳が惑うように揺らぐ。

「ローズ……自分が何を言っているのか分かっていますか」

「もちろんです。だって私達、恋人でしょう？」

　にこりと微笑んで滑らかな頬を撫でると、ルカはきゅっと唇を引き結び、私の体を抱き上げた。

「あっ……ルカ？」

「少し目を閉じていてください」

　言われた通り目を閉じると、一瞬で私を取り巻く空気が変わった。

「開けていいですよ」

　恐る恐る片目を開くと、そこは木製の調度品に囲まれた、温かみのある寝室だった。

　これが本で読んだ魔法の転移というものなのだろうか。

「ルカ、これは転移ですか？」

「ええ、そうです」

「凄い！　あなたは凄い人です！」

　思いがけず憧れの魔法を体験することができ、私は興奮気味にルカの首根にしがみつく。

「ろ、ローズ？」

「私、子どもの頃から魔法に憧れていたんです。いつか魔法使いに会いに魔塔へ行きたいってずっと思っていました。まさかこんなところで会えるなんて……本当に嬉しいです」

　ルカは私を抱いたままベッドに腰を下ろした。

「そんなに喜んでもらえると知っていたなら、もっと早くに打ち明けていました」

「初めての恋人が魔法使いだなんて……一生の自慢にします」

「でも……三週間だけなのでしょう？」

　捨てられた犬のような目を向けるルカに、不覚にもぐらりと心が揺れた。

　偽りだと知らなければ、私はルカのこの瞳にズブズブに溺れていたかもしれない。

「ええ、だから濃密な時間を過ごしましょう。一生の思い出になるような」

　そう告げながら私は自ら唇を重ねた。

　ルカは私の背を撫でながらボタンを外し、丁寧にワンピースを脱がせてゆく。そしてシュミーズ一枚になった私の体をベッドに横たえ、鼻先が触れるほど顔を寄せた。

「ローズ、これが最後です。本当に……いいのですね」

　ルカの眼差しの奥で揺れる、荒々しい本能をギリギリのラインで抑える理性。この危うい均衡に堪らなくそそられ、背がゾクゾクと震える。

「……愚問ですよ、あなたは私に恋を教える約束でしょう？」

　にこりと微笑み、形のいい唇をパクりと食む。

　この動物的な本能を前にしたら、常に忘れずにいた理性がひどく無粋なものに感じられる。

　私はずっと自分を保守的な人間だと思っていたけれど……実はそうではないらしい。

　これまで知らなかった新たな世界が開かれてゆく期待に心が躍る。

「ローズ……」

　熱い囁きと共にルカの唇が私の首筋に吸い付き、裾から入り込んだ手がシュミーズをたくし上げ、流れるような仕草で剥ぎ取られる。

　露わになった乳房は緊張のためかふるふると震え、自分の体だというのに目を背けたくなるほど淫らだ。

　そんな姿をじっくりと見下ろされているのもすごく恥ずかしい。

「あまり、見ないでください……」

「……嫌です」

　ルカは掌で包むように膨らみに触れた。

「あなたが綺麗すぎて……頭がどうにかなってしまいそうです」

　こねるように柔肉を揉みしだきながら、指先で先端をクニクニとしごく。

「んっ……奇遇ですね、私も……同じことを思って、ました……っ」

　ジンジンと痺れるような疼きを逃したくて背を反らすと、ルカはパクリと乳房にかぶりついた。

　そうしてちうっと音を立てて先端を吸い、ざらついた舌で荒々しく舐めしゃぶる。

「あっ……」

　ゾワゾワと下腹に響く疼きにふるりと体が震えた。赤子のように夢中で乳首にしゃぶりつくルカを無性に愛おしく感じて、その頭を両手で抱き締める。
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　言葉にならない感情、感覚が溢れ、頭の中でとても処理しきれない。

　私にとって知らない世界を知る過程はいつだって楽しかった。

　なのに、この営みには一抹の不安が絶えず過る。

　ルカとの仲を深めるほど、私の中にはいったいどんな変化が訪れるのだろう。

　それは取り返しのつかない痛みを伴うものではないだろうか……そんな予感が急速に膨れ上がってゆく。

　戻るなら今しかない。

　でも――

「やっ……る、かっ!?」

　いつの間にかルカの頭は私の股座に埋められ、唇が陰核に吸い付いていた。

　そして敏感な部分を舌先で優しくくすぐられ、全身がぶるっと戦慄わななき腰が跳ね上がる。

　その後断続的に襲ってくる強烈な刺激がどうしようもなく体を昂らせ、理性は熱い奔流に呑み込まれてゆく。

「ああぁ……っ！」

　すべての境が消え失せるような一瞬ののち、ふっと深く沈み込むような感覚に襲われた。

　するとルカがつと顔を上げ、私を見下ろしながら艶やかに笑む。

「……俺に感じてくれて嬉しいです」

「ルカ……言葉にできないくらい、気持ちがいいです」

　汗ばんだルカの頬を掌で撫でると、ルカは嬉しそうに目を細めた。

　不覚にも胸がきゅんと高鳴る。

　私に褒められるのがそんなに嬉しいのだろうか。

　ルカの本心が見抜けないから困ってしまう。

　疑い深いこの私ですら本気で勘違いをしてしまいそうで。

「……これで終わりではないでしょう？」

　私の熱視線を受け、ルカの瞳がぐっと何かに堪えるように伏せられた。

　何を躊躇っているのだろう。

　こちらはすっかりその気になっているというのに。

　ひと押しが必要だというのなら、手助けをするまでだ。

　私は気怠い体を起こし、ルカの衣服に手をかける。

「ろ、ローズ？」

　今日のルカはお忍びスタイルなのか、とてもラフな格好をしている。

　脱がせやすくて助かる。

　なされるがままのルカのシャツを脱がせてしまうと、驚くほど筋肉質で均整の取れた体が現れた。

　細身だと思っていたけれど、これは騎士にも劣らずしっかりと鍛えているものの体だ。

　程よく盛り上がった胸筋にそっと触れてみると、驚いたのかルカの体がビクリと強張った。

　思わず顔を上げかけたところ、逞しい腕に強く抱きすくめられる。

「ごめんなさい、好きに触れていいと言われていたので、つい……」

「違います！　嫌なのではなく……逆です……」

「え？」

「あなたに触れられると……嬉しくて、自分が抑えられなくなります……」

「抑える必要はないのでは？」

　心からの疑問を投げかけると、ルカの腕に更に力がこもる。

「……あなたは本当に小悪魔のような人だ……俺の理性を弄んで……」

「弄ぶだなん……っ」

　ルカは私を抱いたままベッドに組み伏せ、荒々しく唇を塞いだ。

　これまでとは纏う空気が一変し、抑えつけていた本能が一気に解き放たれた――そんな嵐のような激しさだった。

　息もできないほどの深い口付けに頭は白み、手荒く揉みしだかれる乳房の痛みすら、火がついたように体を昂らせる。

　ルカは首筋を、鎖骨をきつく吸い上げながら、膣口に硬く屹立したものを擦り付けてきた。

　そして幾度か割れ目をなぞると、いつしか先端がつぷりと中に入り込んだ。

「はっ……」

　太くて硬い……凄い圧迫感だ。

　こんな凶器のようなものが私の中に？

　恐怖を感じる隙など与えまいとするかのように、ルカの怒張は一息に奥まで突き入れられた。

　はく、と息が詰まる。

　とんでもない異物感とジンジンとした鈍い疼とう痛とに身動きが取れない。

「痛いですか」

　少し息を荒げながら、ルカが気遣わしげに私の顔を覗き込む。

「痛い……けど我慢できないほどではありません」

　余裕のなさからぎこちなく笑って見せると、ルカは切なげに睫毛を震わせ、額に、頬に優しく口付けを落とす。

　どうやら私が落ち着くまで待ってくれるようだ。

「……優しいのですね」

「優しくなどありません。あなたに残る俺の記憶が嫌なものであって欲しくない……その一心なだけです」

　ルカの言葉一つ、眼差し一つとっても、どうしてこれほど切実な思いが感じられるのだろう。

　もしかしたら、本当に私のことを？

　ただの賭けの対象なのに？

　分からない……ある程度人の顔色を読めると自負していたけれど、彼に関してだけは自信がない。

　私にはルカの虚と実が正確に読み取れない。

　だからこそ、楽しいのだ。

　手の内がすべて見えては面白くない。

　この三週間だけでいい、ルカには最後まで本心の見えぬままでいてほしい。

　たとえその先にどんな痛みが伴ったとしても――

「私も同じ気持ちですよ、ルカ。それと……痛みはもう大丈夫そうです」

「……辛かったら……殴ってでも止めてください」

　ルカの冗談にクスリと笑うと、ルカも少し表情を和らげ、再度唇を重ねてきた。

「んっ……」

　中をゆっくり抜き差しされるたび、ルカの動きに合わせぬちぬちと湿った音が響く。

　丁寧に解されると、女の身体はこんなにも濡れるのか……そんな生理現象を冷静な部分で不思議に感じながらルカの舌に舌を絡める。

　幸い痛みは感じない。

　それどころか、みっちりと中を満たすルカのもので隘路あいろを擦られるたび、脳に響くような甘い疼きが湧き上がって、中がひくひくと蠢うごめくのを感じた。

　それが合図かのように、ルカは緩やかだった抽挿を速め、奥を小突くよう深く腰を入れる。

　ガクガクと全身を揺さぶられ、絶え間なく襲いくる快感がゾワゾワと背を這い、やがて脳を突き抜け甘く砕けた。

「はっ、あ……！」

　身体中が痛いほど強張り、中の締め付けが強まると同時にルカの抽挿は更に激しいものへと変わる。

　そして一際大きく膨らんだと思ったら、ビクビクと大きく脈を打ち、ルカが切なげな吐息を漏らした。

「ローズ……」

　倒れ込んでくるルカをそっと抱き留めると、ルカは荒い息を吐きながら私の胸に顔を埋めた。

「体は辛くありませんか？」

「ちっとも。むしろ……とても気持ちよかったです」

　ルカは弾かれたようにガバリと身を起こし、上から私の顔を覗きこむ。

「本当ですか？　また俺としたいって、思ってくれますか？」

　遊び人と名高く、生娘の私をこんなにも蕩かしてくれながら、ルカの反応にはどこか切迫したものが感じられる。

　私を落とすためのゲームだから彼もこれほど必死なのだろうか。

　だとしても、たかがゲームのために何故そこまで？

「こんなに気持ちのいいものなら、あなたとまた何度だってしたいです。あなたはどうですか、ルカ？」

「あ……」

　微笑んでルカの頬を撫でると、目に見えてルカの耳が赤く染まった。

　どうやらルカは照れると耳が赤くなるらしい。

　蒼い瞳は複雑な色を湛え、言葉を探すように小さく揺らいでいる。

　可愛い……ルカ第五王子はたしか私より三つ上の二十三歳と記憶しているけれど、こんな初心な反応を見せられると、年下を弄んでいるような背徳的な気分にさせられる。

　私だってついさっきまでは生娘だったはずなのに……

「俺は……四六時中離れずあなたとずっと、こうしてたいです……」

　これは……思った以上の重い返答に、笑顔を貼り付けたまま閉口する。

　恥じらいながらもこんなセリフが吐けるだなんて……この演技は流石に真似できそうにない。

「ローズ、離したくないです……」

　ルカは再び私の上に覆い被さり、背に腕を差し入れきつく体を抱き締めた。

　ピタリと重なり合った肌越しに、ルカの早鐘のような鼓動を感じる。

　これが性的欲求の高まりを示すものなのか、それとも感情的なものなのか……やっぱり分からない。

　でも、少なくともルカが私に何某かの魅力を感じていることはたしかなのかもしれない。

　たとえ肉欲だけだとしても、ルカに女として好かれているという事実は中々気分が良かった。

　だって、私自身もルカという掴めそうで掴めない男に、この上もない魅力を感じているのだから。

「ふ……」

　そこで、不意に出かかったあくびをぐっと噛み殺す。

　ルカの温もりに包まれているうちに、抗いがたい睡魔が訪れ、急速に意識が霞みはじめた。

「眠そうですね」

「……少し……眠い、です……」

「好きなだけ寝てください、俺のローズ……」

　額にルカの熱い唇が押し当てられる。

　その記憶を最後に、私の意識はすとんと眠りの底に誘われた――






　＊　＊　＊






　――まさかローズがこれほど積極的に俺を受け入れてくれるなんて……

　ローズの寝顔を夢見心地で見つめながら、ふと過る一抹の不安に心を揺らす。

　後悔など微塵もないが、こんなに早く体の関係を持つつもりはなかった。

　いずれそうなれたらとの下心はたしかにあったが、それはもう少し時間をかけてローズの心を得てから……そう思っていたのに……

　いや、ずっと恋焦がれていた人の誘惑に誰が抗えるだろう。

　あんな……美しい琥珀のような瞳で見つめられたら、俺なんてひとたまりもない……

「ローズ……」

　あまりに現実感がなくて、まだふわふわと夢の中にいる気分だ。

　俺があのローズと一線を越える日が来るだなんて。

　脳が蕩けそうなほどの幸せな余韻に、いまだ手指の震えが止まらない。

　だが、ただの遊びだと……軽い男だと思われてはいないだろうか……

　期間限定とはいえ、恋人になってくれただけでも幸せだったのに。

　もしもローズに体目当ての馬鹿男共と同列に扱われでもしたら……駄目だ堪えられない……

　これからは欲に呑まれ暴走しないよう、最大限自重しなければ。

「俺は君を……」

　思わず出かかった本音をすんでのところで呑み込む。

　駄目だ、言えるわけがない。

　ローズは俺を忘れてしまっている。

　彼女にとってそれほど辛い記憶なら、決してこじ開けるべきではない。

　だからずっと、密かに見守ることしかできなかった。

　俺と接することで辛い記憶に触れ、苦しめてしまうのではと……そうなることを何より恐れていた。

　だが……悪友であるケビスはそんな俺を見兼ね、賭けという形でローズに近づく機会を与えてくれた。

　まあ、あの時ローズを愚弄した奴らは少々……いや、数日動けない程度には痛めつけてやったが。

　ケビスがこうして背中を押してくれたことには心底感謝している。

　こんな口実でもなければ、情けない俺はローズに近づく勇気すら持てなかっただろう。

　恐る恐る近づいてみたローズは、幸いなことに俺を見ても何の反応も示さなかった。

　しかし、破落戸や怒声が苦手――その言葉を聞いて、ローズの心の傷はいまだ癒えていないのだと悟った。

　いつか思い出すことがあるのだとしたら、その時俺がローズを支えることはできないのだろうか。

　恋人となることを許してくれたんだ、ローズも俺が嫌いではないはずだ。

　なのにどうして、三週間限定なんだ？

　俺は離れたくないし、離したくない……

　ローズ……君はどんな思いで俺に体を許した？

　少しは自惚れてもいいのだろうか。

　いや、そこに少しでも真剣さがあるのなら、三週間でスッパリ解消なんてできはしないだろう。






　――濃密な時間を過ごしましょう。一生の思い出になるような。






　この言葉を聞いた時、もどかしさと狂おしさに胸が引き裂かれそうだった。

　君の未来には、端から俺など存在していない。

　そんな取るに足りない俺は、どうしたら君の心に入り込める？

　やっとここまで近づけたのに、簡単に諦められるはずがない――






　俺は名残惜しい気持ちを振り切ってローズから身を離し、丁寧に浄化魔法をかけた。

　そして適当に身繕いをして繁華街に転移し、ローズに似合いそうなナイトドレスと食料品を調達して隠れ家へ戻った。

　着替えさせようとシーツを捲りかけ、すぐに手を止める。

　今ローズの体を見てしまったら、とても理性がもちそうにない。

　俺は魔法でローズにナイトドレスを着せ、でもやはり我慢ができずに口付けてしまった。

　温かく柔らかな唇の感触だけで脳が焼き切れてしまいそうだ。

　ローズ……君への想いが溢れ過ぎてあまりにも胸が苦しい。

　たとえ一時の気紛れだろうと君は俺を受け入れてしまったから……俺はもう、この手を離すことなんてできはしないんだ――






　＊　＊　＊






「う、ん……？」

　ドン！　と腹の底に響くような轟音で目が覚めた。

　眠い目を擦りながら、ここは何処だったかと辺りを見回す。

　ああそうだ、ここはルカの隠れ家で、彼と関係を結んだあと私は寝てしまったのか。

　既に日は暮れてしまったようで、室内には間接照明が灯されている。

　広すぎず狭すぎず、貴族の邸宅とはまた違った趣のある居心地の良い部屋だ。

　ルカの派手な外見からは想像もつかない庶民的な内装の雰囲気に、意外な一面を垣間見た思いがする。

　ところで……肝心のルカは何処にいるのだろう。

　ゆっくり身を起こすと、下腹に鈍い痛みを感じた。そして着た覚えのないナイトドレスを纏っていることに気づく。

　ルカが着せてくれたのだろうか。

　それに体も湯上がりのようにさっぱりしている。

　まさかと羞恥を感じたものの、何を今更と開き直って、私はルカを探しに部屋を出た。

　そう広くはない室内を見て回るもルカの姿はどこにもない。

　そこでもしやと思い至り、私は玄関扉を開いた。

「まあ……」

　降り立った庭は歩道を中心にライトアップされており、彩り鮮やかな花壇の花々が幻想的に照らし出されている。

　まるで地上の楽園のような趣があり、貴族の邸宅ではあまり見かけない、名も知らぬ可憐な花々が物珍しい。

　そのまま道なりに進んでいくと、いつの間にかベンチのある木陰まで辿り着いていた。

　そこでようやくルカの姿を見つけ、自然と足が早まる。

「ルカ、ここに居たのですか」

　先ほどはなかったテーブルが用意されていて、ルカは皿の上に料理を盛り付けているところだった。

「ローズ、目覚めたのですね」

　ルカがすかさず駆け寄ってきて、私の手を握る。

「はい……随分と寝てしまっていたのですね……」

「寝顔も可愛らしかったですよ」

　そう告げられた刹那、苦々しい思いに眉が曇る。

　他人に寝顔を見せるなどこれまでの自分には考えられないことだ。

　流石に気を許しすぎではないだろうか……

　自己嫌悪に陥る私の頬を、ルカの大きな掌が優しく撫でる。

「俺は……ローズの無防備な姿が見られて凄く、嬉しかったですよ」

「ルカ……」

　ルカは開きかけた私の唇を塞ぐようそっと口付けた。

　そして火が着く寸前でハッとしたように動きを止め、唇を離す。

「すみません、あなたがあまりに魅力的だから……」

「それは……光栄ですね」

　調子を取り戻しクスリと笑うと、ルカは優しく目を細め、私をテーブル席まで案内した。

　並べられている皿の上には、見慣れない料理の数々が綺麗に盛り付けられている。

「これってもしかして……」

「ええ、屋台で調達してきました。あなたの口に合うと良いのですが」

　そうにこやかに告げながら、ルカは給仕のように慣れた手つきでグラスにワインを注ぐ。

　食欲をそそる匂いにつられ、お腹が小さくきゅうっと鳴った。

「美味しそう……何から何までありがとうございます」

　グラスを掲げ心からの感謝を込めると、ルカもグラスを手に取り嬉しそうに笑った。

「あなたが喜んでくれるなら、このくらいいくらでも――」

　グラスを重ね合わせた瞬間、ドン！　と雷のような轟音が空に鳴り響いた。

　花火だ。

　オリオール家のタウンハウスからでは小さくしか見えなかったけれど、ここは会場に近いのでとても大きく見える。

「綺麗……」

　迫力のある美しさに圧倒され、暫し心を奪われる。

　こんな景色を毎年独り占めしてきたなんてルカは贅沢だ。

　いや、その隣には常に別の女性がいたのかもしれない。

　そう考えたら、恋とはこの花火のように激しく燃え上がる刹那の感情のように感じる。

　次の瞬間燃えているのか、朽ちているのか……誰にも分からない。

「ローズ……」

　ルカの呼びかけにハッと我に返る。

「ごめんなさい、あまりに美しくて見入ってしまいました」

「喜んでもらえたなら嬉しいんですが……俺のことも忘れないでほしいです……」

　寂しい、構ってとじゃれてくるマルのような目を向けられ、くらりと眩暈めまいを覚えた。

　ルカはどうしてこういちいち的確に私のツボをついてくるのだろう。

　こんな目で見つめられたら、思いきり抱き締め頭を撫でたくなってしまうではないか。

「今からあなたのことを一番に考えます。だから……機嫌を直してくださる？」

　微笑みながらルカの手に指を絡めると、ルカはぎゅっと私の手を握り込み、嬉しそうに笑った。

「……約束ですよ、俺といる時は必ず一番に俺のことを考えてください」

「分かりました。なら……あなたも一番に私のことを考えてくださいね？」

「当然です！　あなた以外のことなんて考えられません！」

　この時、まるでルカの剣幕を後押しするよう、ドドンと連続した轟音が響き渡った。その偶然がおかしくて、ついクスクスと笑ってしまう。

「ルカ、あなたの思いはよーく分かりましたよ」

「すみません……熱くなりすぎました……」

「ふふ……恋人への一途さが伝わってきて、とても……グッときました」

「ローズ……揶揄わないでください」

　耳を赤らめるルカを微笑ましく眺めながら、私は皿に並べられている串にパクリと齧り付いた。

「……美味しい」

　少し濃い味付けの肉だけれど、ピリッとスパイシーで不思議と癖になる。

「よかった。それ、俺のイチオシなんですよ」

「まあ……それを知らずに手に取っていたなんて……私達気が合いますね」

「……俺もそう思います」

　ルカが浮かべるはにかんだ笑みに、きゅんと胸が疼いた。

　世慣れているのかと思えば少年のようでいて、掴みどころのないルカという男は本当に手強い。

　弄んでやるなどと意気込んでいながら、振り回されているのはむしろ私のほうだ。

　でも、それがちっとも嫌ではないからタチが悪い。

　出会ったばかりなのに、どうして私はルカの前でこんなにも自然体でいられるのだろう。

『オリオール侯爵』である自分のことなど忘れてしまうほどに――






　それから私とルカは、気前よく打ち上げられる花火を背景に屋台料理を楽しみ、取り留めもないことを話し、笑い合った。

　ルカは噂通り様々な国を旅しているようで、貴重な異国の話はとても興味深く心が躍った。

　本当にルカとの時間は楽しく、あっという間に時間が過ぎ去ってゆく。

　いつしか花火も終わり、屋台は店じまいをはじめ、賑わっていた観光客もまばらになっていた。

「大分夜も更けてきましたね。私はそろそろ――」

「帰って、しまいますか？」

「え……と……」

　これは……本当に演技なのだろうか。

　こんな切実に「行かないで」と訴える眼差しを向けられては流石に心が揺らぐ。

　駄目だ……すべて計算の上なのだとしても、後ろ髪を引かれてしまっている時点で私の完敗だ。

「……明日は必ず帰りますからね？」

　仕方ないと片目を瞑ると、ルカの顔がパッと嬉しそうに華やいだ。

「約束します、明日責任を持ってタウンハウスまでお送りします。ありがとう、ローズ……」

　ルカは席を立つなり駆け寄ってきて、私の体を抱き締めた。

「そんなに、私と一緒に居たかったんですか？」

「……できることなら、片時も離れず側に居たいです……」

　私の背に触れるルカの手が、微かに震えているように感じられた。

　この人はいったいどんな思いを胸に秘めているのだろう。

　賭けのため私に近づいてきたのはたしかなはずだ。

　でも……共に過ごすうち、もしかしたら別の思惑もあるのではと思いはじめていた。

　いつから私を見ていたのか、そこにどんな思いがあったのか……

　本当に、ルカへの興味は尽きない。






　――恋愛は常に計算通りとはいかないものよ。






　その通りかもしれないわね、ミリアム。

　けれど私は大丈夫。

　常に理性を保てれば、感情に呑まれ我を忘れることなどない。

　これまでもそうだったし、これからもそう。

　大丈夫、何の問題もない。

　そう自分に言い聞かせながら、情事の最中に感じた一抹の不安を思い出し、その想念を振り払うべくルカの背にそっと指を這わせた。
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「どうしたのローズ、難しい顔して」

　一週間ぶりに顔を合わせるミリアムは、頬杖をつきつつ怪訝そうに眉を顰ひそめた。

　私は一旦持ち上げかけたカップをソーサーに戻し、ミリアムと視線を合わせる。

「その……」

「何？　どんなことでもお姉さんに話してみなさい」

　ミリアムは興味津々とばかりに身を乗り出してきた。

　ここまで興味を示されては逆に話し辛いのだけれど、こんな話をできるのはミリアムしかいない。

　私はごくりと喉を鳴らし、意を決して口を開いた。

「男性は……一度体の関係を持った相手には興味を失うものなのかしら？」

　大真面目にとんでもないことを言う私を、ミリアムはポカンと呆気に取られた様子で眺めている。

「え、と……たしか私の記憶では、第五王子殿下と付き合うことになったのって建国祭初日……一週間前のことよね？」

「そうよ」

「もう、体の関係を？」

「ええ、一度だけだけど……」

　そう告げた刹那、ミリアムはカッと目を見開き、口を魚のようにパクパクとさせた。

「あ、あ、あ……あンの遊び人王子めっ！！！」

　ダン！　と振り上げた拳をテーブルに叩きつけるミリアム。

　その憤怒の形相に内心たじろぎつつ、私は努めて冷静に言葉を紡いだ。

「落ち着いてミリー。誘ったのは私のほうなのよ、だから怒らないで」

「あなたから？　どういうこと!?　まさか本気で遊びの恋をするつもりだったの!?」

「そ、そうよ。折角の機会だから恋愛ですることは全部経験しておこうと思って」

　ミリアムはそこで気が抜けたようにヘナヘナとテーブルに突っ伏した。

「ミリー？」

「展開が早い、早すぎるっ」

「そう、かしら？」

「……あなたが納得してるならいいけど……なんだかそういうのはローズらしくない気がして、複雑……」

　私らしくない、か。

　ルカに関しては本当に何から何まで私らしくない。

　いや、そもそも私らしさとは何だろう。

　オリオール侯爵として常に理性的に振る舞う私が私らしい？

　たしかにこれまではそうだったかもしれない。でも……今はルカといる私のほうが素のような解放感を感じられる。

　だから体を重ねることにもまったく抵抗を感じなかったのだろうか。

「殿下と過ごす時間はとても楽しいのよ。深い関係になったことに後悔はないわ」

「ふぅん……で？　一度体を許したら殿下の態度が変わったってこと？」

「それは……」

　態度が変わった……というよりむしろ、恋人になって以後は毎日のように顔を合わせているし、会うたびルカの甘さは増している気がする。

　ただ……あの日以来ルカは一度も私と体の関係を持とうとはしなかった。

　帰らないでと縋られたあとも、とりとめもない話をしながらベッドで抱き合って眠っただけだ。

　何か気に障ることでもしてしまったのだろうか……それともガッカリさせた？

　そんな不安に駆られるもスキンシップ自体はあるし、その言動からは好意のようなものすら感じられる。

　だから腑に落ちないのだ。

　賭けのため私を本気で落としたいのなら、体を使って籠絡するのが手っ取り早いのではないだろうか。特に女性は深い関係になればなるほど心を許してしまいがちになると聞いたことがある。

　それにルカは本心を押し隠し、嘘を実まことのように見せるのが上手い。

　その特技を存分に活かして誘惑すればいいのに、何故そうしないのか……釈然としない。

　まさかこうして思い悩ませることすら駆け引きのうちだとでも？

　ああ、相変わらずルカの真意は読めない。

　いっそ遊び人らしく適当に弄んでくれたなら、こちらも上辺だけの楽しさを満喫できただろうに……なまじ本物の恋人のように気遣ってくれるから、私も同じように返したいと思ってしまうのだ。

　本当に、隙だらけのようでいて綻びがなく、何から何まで手強い人――

「いいえ、むしろ前以上に優しいわ。でも……」

「体は求められないってことね？」

「うん……」

　ミリアムはむっと唇を尖らせ、視線を上下左右に彷徨わせる。

「考えられることは二つ。一つは期待外れで失望した、もしくは冷めた場合。もう一つは……本気になってしまった場合ね」

「え……前者は分かるけど、後者の場合は何故？」

「ガッついて嫌われたくないとか、体だけって思われたくないから我慢してるとか……色々なパターンが考えられるわね」

「なるほど……」

　賭け恋という前提から考えると、後者はいまいちしっくりこないので、やはり前者なのかもしれない。

　だとしたら残り二週間も嫌々付き合わせるのはどうなのだろうか。

　ちょうど明日はルカと遠乗りへ行く約束をしているし、こうして思い悩むくらいなら直接聞いてみたほうが建設的かもしれない。

「ありがとうミリー、いっそのこと本人に聞いてみるわ」

「うん、いいと思う。もしその結果終わることになったとしても……早いほうがいいわ。お互いのためにもね」

「……そうね、その通りよ」

　私とミリアムはそれから暫し無言のまま、それぞれの物思いに沈んだ。

　私が思っている以上にルカは賭けに本気のようだから、関係の存続を望む可能性のほうが高い。

　けれど私自身の今後のためにも、性交を避ける理由は何としても聞き出したい。

　問題があったのならハッキリ指摘して欲しいけれど、果たしてルカは正直に話してくれるだろうか……

　明日が楽しみなような不安なような複雑な気分に浸りながら、私は無意識に摘み上げたクッキーにぱくりと齧り付いた。


















オリオール家の遺恨












「乗馬服もよく似合ってますよ、ローズ」

　ルカから差し出された手を握り、私は馬から降りた。

「ありがとうございます」

　ニコリと微笑みつつも、エメラルドグリーンに輝く眼前の湖に視線は釘付けられる。

　なんて美しい景色だろう。

　ここは王都郊外にある王領地で、特別な許しがある者以外決して立ち入ることはできない。

　中でもこの場所は「精霊の湖」と称される聖域で、人々の信仰の対象にもなっている。

　私も一生に一度くらいは訪れてみたいと思っていたけれど、まさかこんなに早く実現するとは思わなかった。

　時も忘れて厳かな光景に見入っていると、不意に背後から抱きすくめられた。

「ルカ？」

「……喜んでもらえたようで嬉しいんですが……俺のことも忘れないでください」

　拗ねたような物言いが何だかおかしくて、つい吹き出してしまう。

「ごめんなさい、あまりに美しい景色に自分のことすら忘れてしまいましたよ」

「それは……困りますね」

「そんな景色を見せるあなたが悪いのです」

「ローズ……」

　髪を結いあげ剥き出しになっている項うなじに、ちゅっと口付けられる。

　そのくすぐったさにふるっと体が震えた。

　こんな風にスキンシップは欠かさないのに、どうして閨を共にしたがらないのだろう。

　一度関係を結べば、なし崩し的にそうなるものとばかり思っていたのに。

「ルカ、聞きたいことがあります」

「なんですか？」

　私はぎゅっと唇を引き結び、振り返ってルカを見上げた。

「私は……女として魅力がないですか」

「……は？　ローズ何を言って？」

「あなたはあの日以来、私と深い関係になることを避けている……違いますか？」

　ルカは大きく目を見開きながら、ハッと息を呑む。

　図星だったようだ。

　やはり『期待はずれで失望した』が正解だったのか。

　本気の関係ではないと頭では分かっていても、やはり気分は沈む。

　もうこれ以上デートを楽しむ気分になれなくて、私は俯いてルカから離れようと足を引きかけた。

　するとすごい力で抱きすくめられる。

「ルカ、離し――」

「嫌です！　あなたにそんな風に誤解されるくらいなら、我慢などしなければよかった……！」

「え？」

「信じてもらえないかもしれませんが、単なる体目当てだと……遊びだとは思われたくなかったんです……」

「ルカ……」

「俺は体だけじゃなくあなたの心も欲しいから……本能のまま振る舞ってローズに嫌われたくないんです……」

　吐露される苦悩はとても演技とは思えず、心が大きく乱れ惑う。

　これは……ミリアムの言う『本気になった場合』の推測が正しかったのだろうか？

　いや、事の真偽より、今は敢えて分析も深読みもしたくはなかった。

　ただルカから迸ほとばしる、仄暗く濃密な熱を感じていたい――

　私はそっとルカの背に腕を回し、胸に頬を擦り付けた。

「ごめんなさいルカ……何か気に障ることをしてしまったかと不安だったのです」

「すべて誤解です、俺にとってあなたはいつだって完璧だから……不安なのはむしろ俺のほうです……」

　絞り出すように囁かれる声音はあまりに切実で、痛いほど胸が締め付けられる。

「互いに不安になっていたのですね。思い切って話せてよかったです」

「ローズ……些細なことでもあなたを悩ませたくはありません。どうか気にかかることはいつでも率直に話してください」

「ありがとうございます、ルカ。あなたのその気持ち、尊重します」

　そう告げながらも、心の奥底には黒い澱おりのようなものが淀んでいた。

　終わりの見えた関係なのに、相変わらずルカの演技には綻びがない。

　私自身、返り討ちにしてやると息巻いていた当初の気概は何処へ行ってしまったのだろう。

　ルカ……嘘だと分かっていても、あなたの演じる「恋する男」はあまりに完璧すぎる。

　時折賭けのことなど忘れさせてしまうほど演技達者なルカが、今は無性に憎らしくて……なのに愛おしかった。

　感情とは本当にままならぬものだ。

　まさかこんな矛盾した気持ちを同時に味わうだなんて……もう私自身ですら己の心を把握しきれない。

「俺は……本音はいつでもローズとしたいです」

「ルカ？」

「本当です。でも今度抱いてしまったら……二度と離せる自信がありません。だから俺は……あなたとするのが怖いんです……」

　ルカの体が小さく震える。

　それが仮に本心だとしたら、いったい何を恐れるというの？

　私を傷つけること？

　私を騙すために近づいてきたあなたが？

　これは希望的観測かもしれない。

　でも……もしかしたらルカも真偽の狭間で苦しんでいるのだろうか。

　今の私のように――

「ルカ、私が急ぎすぎたようですね。あなたをそんなにも悩ませてしまってごめんなさい」

「……あなたのことで悩めるなんて、俺にとっては最高の贅沢です」

「ふふ……ルカにそんな風に言われると、悪い気はしませんね」

「冗談に聞こえますか？　本心ですよ」

　そう言って切なげに微笑みながら、ルカは私の唇を塞いだ。

「んっ……」

　隙間からぬるりと入り込んだ舌が、性急に私の舌を求める。

　口内をねっとりと舐られ、体が熱く火照りだす。

　私をいつでも求めている――その気持ちを余すことなく伝えるかのごとく、ルカは執拗に私の唇を犯した。

　すぐに息は上がり、意識はトロリと甘く蕩ける。

　やがて唇が離れ、自覚できるほど潤んだ瞳でルカを見上げると、獣欲を滾らせた獰猛な眼差しが私を射抜いた。

　ゾクッと背が震える。

　きっとこれはルカの本性だ。

　そしてやっぱり私はルカのこの瞳が好きだ。

　優美な見た目からは想像もつかない、喉笛を食いちぎられそうな粗暴な輝きに堪らなく惹きつけられる。

「ルカ……私はあなたの瞳が好きです」

　うっとりとその瞳に見入りながら告げると、ルカは驚いたように瞬いたのち、艶やかに笑みながら鼻先を触れ合わせた。

「くり抜いて差し上げましょうか？」

「ダメですよ、あなたに嵌っているからこそ価値があるのです。唯一無二の宝石のようで……ずっと眺めていたいくらい美しいです」

　ルカの頬を撫でてにこりと笑むと、ルカは一瞬切なげに睫毛を震わせ、はにかんだように微笑した。

「この目で生まれてよかったと、今心から思います」

「そうですね、そうでなければ恋人になろうとは思わなかったかもしれません」

「ローズ……」

　途端に眉を曇らせ、ルカは私の腰に腕を回す。

「この目よりも俺自身を好きになって欲しいのですが……」

　私はルカのこの言葉に、何も答えることができなかった。

　ルカ自身のことだって当然好ましく思っている。

　けれど一寸先の心すら掴めない今の私に何が言えるだろう。

　身に染み付いたこの慎重さが、今は途轍もなく不粋に感じられて仕方がなかった。

　ルカだって賭けさえなければ、私のような人間には近づこうとさえ思わなかっただろうに。

「……変なことを言ってすみません。ローズと一緒にいられるだけでも幸せなのに……少し欲張りました」

　私の沈黙を悪いほうに誤解したらしいルカは、しゅんと項垂れる。

「いいえ、むしろルカの口の巧さに感心していたところですよ」

「よかった……ローズの耳に心地よく響いたのなら本望です」

「まったく……あなたには皮肉も通じないのですね」

　思わず苦笑しながらルカの背にしがみつくと、すぐに応えるようぎゅっと強く抱きすくめられた。

「ローズに言われると、まったく皮肉に聞こえませんよ」

「それは重症ですね」

「ええ、重症なんです。助けてくれますか？」

「私などに何ができるでしょう？」

「側に居てくれるだけでいい……どんな形であれ、俺という存在があなたの心に爪痕を残せるなら……それだけで幸せなんです」

「引っ掻くなら優しくしてくださいね？」

「それは難しいかもしれません。あなたの中により強く深く残りたいですから……」

　ほんの言葉遊びなのだと分かってはいても、切なく疼いてしまう心を止めることができない。

　不意にズブリと、深い沼に体ごと嵌り込む感覚に支配され、胸がざわりと騒いだ。

　私は今何に囚われたのだろう。

　ルカの嘘？

　それともルカの仕掛ける恋の罠？

　いや、どちらでもいい。

　たとえどれだけズブズブにのめり込んだとしても、いずれこの関係を終わらせる意思に変わりはない。

　彼との時間がどれだけ心地良くても、ルカは私のものではない。

　そのことを弁え分別を忘れず、最後の日にはすべてを打ち明け彼の元を去ろう。

　その日を想像しただけで、潰れそうな胸の痛みを覚えた。

　でも大丈夫、私は氷の女侯爵だ。

　どれだけの苦しみを味わおうと冷徹にこの意思を貫き通すだろう。

　そのとき、少しはルカも何かを感じてくれるだろうか。

　せめてそのくらいの爪痕は私もルカに残したい。

　だからより甘く濃密な時間をルカに贈ろう。

　それがたとえ諸刃の剣となろうとも――






　オリオール家のタウンハウスが遠目に見えはじめた頃、ルカが不意に手綱を引き、馬の足を止めた。

　前に同乗していた私は不思議に思い、振り返って彼を見上げる。

「ルカ？　どうしましたか？」

「人がいるようです。門番と争っている様子ですね。裏へ回りますか？」

　夕暮れ時で視界は良くないというのに、ルカは随分と目がいいようだ。

　門扉の辺りにジッと目を凝らすと、どうやら門前に馬車が止まっていて、門番を相手に何やら大きく身振りをする黒い人影が見えた。

　とても、嫌な予感がする。

「ルカ、このまま進んでください」

「……分かりました」

　徐々にその姿が鮮明になるにつれ、腹の底から沸々と怒りが湧いてくる。

「……門を開けろ！　俺を誰だと思って――」

「二度と顔を見せるなと言ったはずよ、ニール」

　馬上から冷ややかに告げると、無精髭を生やした男――ニールは、私の顔を認めるなり薄ら寒い笑みを浮かべた。

「ローズ！　ようやく会えたな！」

「気安く呼ぶな、クズがっ……大人しく帰らないなら警邏けいらを呼ぶわ」

「ま、待て！　話くらい聞いてくれてもいいだろ？」

「この世で最も無駄な時間ね。こいつを縛って追い返して頂戴」

　門番にそう告げた刹那、ニールは突如白目をむき、糸が切れた人形のようにその場に倒れ伏した。

　気を失ったのだろうか。

　困惑する門番達に向かい、ルカは見たこともない冷酷な表情で馬車を指差す。

「はっ！　承知いたしました！」

　すぐさま意図を理解した門番が二人がかりでニールを馬車まで運ぶなり、御者は慌てて馬首を巡らせ逃げるように走り去っていった。

「ルカ……もしかして……」

　ルカは唇に人差し指を押し当て、パチリと片目を瞑る。

　やはりあれはルカの魔法のようだ。

　ルカが魔法使いであることは極秘のようなので、私は神妙な顔でこくりと頷いた。

「あの……もしよろしければこのあと我が家で夕食などいかがですか？」

　恥ずかしいところを見せてしまったのだ、簡単にでも事情説明は必要だろう。それに手助けをしてもらった恩も返したい。

　そんな私の誘いを受け、ルカはパッと嬉しそうに瞳を輝かせた。

「喜んで！」

「よかったです。では行きましょうか」

　私の目配せに応じ門番が速やかに門を開くと、ルカは馬の腹を強く蹴った。

　頬を切る風がやけに清々しい。

　こんな爽快な気分になれたのもルカのお陰だ。

「……ありがとう」

　小さく呟いた言葉は、きっとルカには届かない――






「夕食はお口に合いましたか？」

　夕食後ティールームへと移動し、手ずから淹れた紅茶を振る舞うと、ルカは大袈裟なくらい「美味しい」と喜んでくれた。

「お世辞抜きに王宮より俺の口に合いました。毎日でも食べたいくらいですよ」

「まあ……王宮に引き抜かれては困りますので、昇給も考えねばなりませんね」

「そうしたいのは山々ですが、ローズを困らせるのは本意ではありません。また招待してくれますか？」

「もちろんです、またいつでもいらしてください」

「……それ、間に受けますよ？」

「ええ、構いません」

　鷹揚に頷くと、ルカはふわっと柔らかく自然な笑みを浮かべた。

　それが初めて見せる素の表情のように感じられて、トクッと心臓が鳴る。

　まさか本当に私に気を許している？

　騙すだけの相手なのに？

「ローズ？　俺の顔に何かついてますか？」

　ハッと我に返って怪訝な様子のルカから慌てて視線を逸らす。

　つい不躾に顔を見過ぎてしまったらしい。

「いえ……その、我が家で寛いで頂けているようで嬉しかったのです」

　ルカはパチパチと二、三度瞬くと、自らの頬に指を這わせた。

「俺……もしかしてだらしない顔してました？」

「まさか！　とても寛いだいい表情でしたよ」

　私と対する男性は、愛想笑いか緊張に顔を強張らせる者が多い。

　これほど自然で柔らかな表情を向けられたことなどなかったから、少し……いやかなり本気で嬉しかった。

「ルカの隠れ家で、私も同じように感じました」

「あの家は一般的な民家を模倣したものなんですが、寛げましたか？」

「ええ、とても。まるで我が家のような居心地の良さでした」

「ローズが俺と同じように感じてくれたなんて……嬉しいです、心から」

　ルカは特に語尾を強調し、キラキラと輝く瞳を私に向けた。

　本当に、太陽のように眩しい笑顔だ。

「ルカ……せっかく寛いでいるところを申し訳ないのですが、お話ししなければならないことが……」

「もしかして、先ほどの門前での？」

「はい……彼はニールという父方の従兄なんですけど、昔から金銭にだらしなくて……投資事業やギャンブルで家を傾けたどうしようもない男なんです」

　ニールのことは……今も考えるだけで憎悪と怒りで頭が焼き切れそうだ。

　でもなるべく感情的にならないよう、事務的な口調を心がける。

「前当主だった亡き兄は愚かなほどお人好しだったので、一族のよしみだからとニールを見捨てられず、病身を押して幾度も尻拭いに奔走しました。なのに……」

　そこで激しい感情が溢れそうになり、深く息を吐いて目を閉じた。

「ローズ……辛いことを無理に話さなくてもいいのですよ」

「いえ……ルカに聞いて欲しいんです。だって……あなたは私の恋人じゃないですか……」

　ルカはハッとしたように目を見開き、すぐに切なげに目を細めた。

「なんでも聞きます。ゆっくりで構いませんので話してください」

　そう優しく促され、涙が零れ落ちそうになり困惑する。

　ルカは、私のどんな些細な言葉にも耳を傾け寄り添おうとしてくれる。

　その姿がまやかしでもいい、今はこの目に映るルカに甘えてしまいたかった。

「ありがとうございます……周囲は幾度も切り捨てるよう兄に進言したのですが……結局心労が祟り、兄は……」

「前オリオール侯爵は……とても穏やかで優しい方だったと聞き及んでいます」

「ええ、善意の塊のような人でした。私は……そんな兄を反面教師にしたのです。私が爵位を継いで真っ先にしたことは、ニールを一族から抹消することでした」

「それでもなお、恥知らずにもあなたの前に現れるのですか？」

　ルカの冷ややかな声音に静かな怒りを感じて、ふと苦笑が浮かぶ。

　これではまるで……本当に私のために怒ってくれているようではないか。

「そうです。最近では婚姻まで迫ってくる有様で……」

「なん、だと……？」

　突如ルカを取り巻く空気が一変する。

　これは怒りだけではない……憎悪だろうか。

　ビリビリと肌を突き刺すような殺気にあてられ、悪寒と震えが止まらなくなる。

　私は自らの体を抱き締め、戦慄わななく唇でルカの名を呼んだ。

　するとルカは我に返ったのか、気まずそうに目を伏せる。と同時に場を満たした恐ろしい重圧が嘘のように消え失せた。

「すみません……怒りが抑えられませんでした」

「いいえ、同情してくれたのですね。ありが――」

「同情なんかじゃありません！　あなたは俺の恋人じゃないですか……あの男に殺してやりたいほどの怒りを感じるのは当然のことです」

　断固と言い切られて呆気に取られる。

　私はこれまで、こんな風に誰かと深い感情を共有する感覚を味わうことがなかった。

　それがこんなにも心満たされるものだなんて……知らなければよかった。

　これ以上傷口を広げるだけのものなど何一つ――

「ローズ」

　名を呼ばれ顔を上げると、いつの間にルカが目の前に佇んでいた。

　怪訝に見上げる私の目の前で、ルカは中指に着けていた銀色の指輪を外し、それを私の右薬指に嵌める。

「え？」

　サイズの合わなかった指輪はみるみる縮まり、やがてピッタリと私の指に収まった。

「この指輪には守護魔法がかかっています。だから必ず肌身離さず持っていてください」

「まあ……そんな貴重なものを私に？」

「本当なら全部の指に嵌めてあげたいところですよ。俺はあなたの身が心配なんです、ローズ……」

　切実なルカの瞳に当てられ、うっと言葉に詰まる。

　そんな切ない目で見つめられては、思い切り抱き締めたくなってしまうではないか。

「ルカ」

　おもむろに立ち上がって両手を広げると、ルカは条件反射のように身を屈め、私の背にしがみついてきた。

　その大きな体を両手で思い切り抱き締める。

　こんなに胸が切なくなるほどルカを愛おしく感じるなんて……彼の裏事情を知りながら、それでもなお私は彼の魅力に抗えなかったのか。

　いや……そもそもはじめて会ったあの日、彼の瞳の奥に揺らぐ激しい何かを見た瞬間、私の心は彼の手に落ちたのだ。

　もう、認めるしかない。

　ルカ……賭けは私の負けよ――

「あなたのその気持ち、本当に嬉しいですよ」

「俺はもっとローズを喜ばせたい……どうしたら、あなたは俺のものになってくれますか」

「今はルカのものではありませんか？」

「そうじゃなくて……今だけなんて嫌です……あなたがいつか他の男のものになるなんて……考えただけで気が狂いそうなんです……」

　ルカの体が激しい感情を示すよう小さく震える。

　それが本心ならば嬉しい。

　でも、最後の一線を守っていられるのは、やはり賭けの事実を知っているからだ。

　それを知らなかったら、今ごろ私はルカに持てるすべてを差し出していたかもしれない。

　愛おしいのと同じくらい、憎らしい人――

「ルカ、はじめに約束したはずです。これは建国祭が終わるまでの関係なのだと」

　そこでルカの腕に力がこもり、ギリと背骨が軋む音が聞こえた気がした。

「……分かっています。それでも先を望んでしまう心は……どうしたら止められるんですか」

　絞り出すように囁かれる声音があまりにも切実で、ギリギリと心が捻り上げられるように痛む。

　まるでその苦しみが、本心でもあるかのように感じられて。

「あなたとの今という時間を、私は心から楽しんでいます。先を望んでしまうほど私が良き恋人になれているのなら……光栄ですね」

「ローズ……」

　ルカはすっと身を離し、私の両肩を掴んで瞳を覗き込む。

　透き通ったその蒼い瞳には、飢えた獣のような渇望がたしかに垣間見え、ふるっと全身が震えた。

　この瞳になら騙される価値があると、私はたしかに思ったのだ。

　ルカ……私はあなたに恋をした。

　でもあなたを彼らとの賭けに勝たせる気はない。

　これほどひたむきに私を騙しているんだもの、そのくらいの意趣返しなんて可愛いものでしょう？

　それに……あなただって肝心な言葉だけは避けているのだからお互い様だ。

「どうして……俺の言葉はあなたに届かないんですか……」

「そんなことは……」

　私の陳腐な言い訳を封じるよう、ルカはやや強引に唇を重ねた。

「ん……」

　ルカとの口付けはいつだって不思議と仄甘いものだった。

　でも今は……そこに少しだけ混じったほろ苦さを感じる。

　それが堪らなく切なくて、胸に熱いものが込み上げた。

　私はいったいどれほどの深みに嵌っているのだろう。

　理性を失わなければ何も問題はない――本気でそう思っていた自分を嘲笑ってやりたい。

　ルカ……あなたといると楽しくて幸せで……とても苦しいのです……

「ルカ、今日はこちらへ泊まっていかれますか？」

　ルカはこつりと額を合わせ、悩ましげな吐息を漏らした。

「……何もしませんから、あなたを抱き締めて寝てもいいですか？」

「何かしてくださっても構わないのですよ？」

「ろ、ローズ！　揶揄わないでください……あなたが本当に俺を好きになってくれるまで、あなたを抱くつもりはありません」

　一見恋人を大切にしている言葉のようにも聞こえるけれど、ルカが私に求めるのは敗北愛の告白だ。

　そんな彼に対し、私は私で意固地になっているのかもしれない。

　もはやあなたを賭けに勝たせないことは私のなけなしの矜持だ。

　だから最後まで言ってなどあげない。

　あなたを好きだなんて言葉は、決して――

「いいですよ、今夜はただ抱き合って眠りましょう」

「ありがとう、ローズ！」

「でもあなたが先に宣言したんですから、決して手を出してはいけませんよ？」

「……もちろんです」

　一気に笑顔を曇らせしゅんと項垂れるルカの頭を、私は笑いながら胸に抱き締めた。






　ルカの強い要望により、今夜は私の部屋で寝ることになった。

　寝支度を整え部屋へやってきたルカは、ベッドに入るなり私を抱き締める。

「ローズ、寒くはありませんか？」

「いいえ、ちっとも。あなたがとても温かいですから」

　笑いながらルカの背にしがみつくと、寝衣越しにルカの早鐘のような鼓動を感じた。

　ただ抱き合っているだけなのに、緊張している？

　まさか、ね。

　内心苦笑しながらルカの胸に頬を擦りつけると、気のせいかルカの体が更に熱くなったように感じられた。

「ルカ、あなたには本当に感謝しています」

「なんのことですか？」

「あの男……ニールに会ったあとは、何も手につかなくなるほど心が荒れて仕方がなくなるんです。でも今日は……あなたのお陰でこうして笑っていることができます」

　愚直な兄はいつかニールが改心してくれると信じ、死の間際まで手を差し伸べ続けた。

　そんな兄の葬儀の日ですらニールがしたことといえば金の無心だ。

　感謝？　反省？　羞恥心？

　そんなもの、あの男には存在しない。

　どれだけの金銭を肩代わりしようと、ニールにとって兄は都合のいい金蔓でしかなかった。

　私が爵位を継ぎ当主権限で一族から抹消したあとは、彼の母である叔母がニールを手厚く庇護し続けていた。

　しかしそんな叔母も流石に膨れ上がり続ける借金に手が回らなくなったようで、ニールは度々私の前へ現れては、恥知らずにも婚姻を迫るようになった。

「許し難い男だ……牢にぶち込みましょうか？」

「いえ……実はもう何度も牢屋送りになっているんです。でも貴族であることと重罪を犯していないこと、そして叔母が伝手を頼り庇い立てるせいですぐに釈放されてしまうのです」

　本当に口惜しい……オリオール一族からは抹消できても、叔母の系譜にまで関与することはできない。

　だからニールはいまだ貴族の末席に名を連ねている。

　優しく善良なあの叔母さえいなければ、問答無用でニールを窮地へと追いやれるのに……

「……少し時間はかかるかもしれませんが、何か力になれるかもしれません」

「ルカ……そのお気持ちだけでも十分です」

「じゃあ、俺の気持ちを分かってもらうためにも頑張らないといけませんね」

「嬉しいですけど……無理はしないでくださいね？」

「そうやってあなたが気に掛けてくれるなら、俺はもっと頑張れます」

「まあ……それは楽しみですね」

　そうしてくすくすと笑い合っているうちに、夜は深々と更けてゆく。

　本当に、ルカと過ごす時間は楽しい。

　友人として出会えていたなら、もうじき訪れる終わりの日に心を痛めることもなかったのに。

　離れたくないなどと思ってしまう独善的な欲を、できることなら完膚なきまでに壊してしまいたかった。

　あの日の選択が、まさかこんなにも私を苦しめることになるなんて……

　ほんの少しだけ、強引に恋を勧めたミリアムを恨んでしまいそうになる。

　知らなければ、こんな痛みや苦しみを味わうこともなかったのに。

「ん……？」

　不意に、私の体に巻き付いているルカの腕がズシリと重みを増した。

　聞こえてくるのは規則正しい寝息と鼓動……どうやらルカは寝てしまったようだ。

　先の宣言通り、ルカはまったく私に手を出してこなかった。

　正直残念に思うものの、好きと言わせたいルカと決して言いたくない私――これではひたすら平行線を辿るしかない。

　そもそもルカが本気で私を好きになったとしても、彼にとってそれほどマイナス要素はないのだ、はじめから私に分の悪い賭けだったのだと今更ながら痛感する。

「ん、ローズ……」

　不意に名を呼ばれ、ビクッと肩先が震えた。

　まさか私の夢でも見ているのだろうか。

　少し甘えるような声音にきゅんと心が騒めく。

　お願いだから、そんな声で私を呼ばないで――

　脱力と共にどんどんと重みを増してゆくルカの体を抱き締めながら、私はすっかり冴えてしまった目を無理やり閉じたのだった。






　翌日昼前に目覚めた私達は、ブランチを共にしながら今後の予定について話し合った。

　私はニールに付き纏われる煩わしさを考慮し、しばらく外出は控えたいと申し出た。

　するとルカは、「その間、護衛も兼ねて俺がここに寝泊まりします」と強引に迫ってきた。

　先日のニールへの睡眠魔法で、ルカの力の有用性は十分示されている。

　断る理由もないので、私はルカの提案を素直に受け入れることにした。

　ルカはその日片付けたいことがあるからと一旦王宮へ戻り、再びこちらへやってきたのは夜半過ぎのことだった。

　だいぶ疲れていたのか、私の部屋へやってくるなりゴロリとベッドに寝転がるルカ。

　私はルカが具体的にどんな仕事をしているのかは知らないが、希少な魔法使いとして魔塔と王国を股にかけ、彼にしかできない役割を担っているに違いない。

　こちらにかまけていてもいいのかと心配する私に、ルカはなんでもないことのように軽く肩をすくめた。

「今はローズより優先すべきことなどありません」

「……分かりました、でも決して無理はしないでくださいね」

「ええ、どうか守らせてください。今度こそは……」

　今度こそ？

　無意識に漏らされたらしいルカの一言が、心に大きな波紋を広げる。

　私とルカは過去に面識があったのだろうか。

　でも、私にはその記憶がない。

　それにもし既知だったとしても、ルカは完全なる初対面を装ったのだ、尋ねても教えてはくれないだろう。

　ならば自力で思い出すしかない。そんな過去があるのかすら分からないけれど。

「ルカ、話せる範囲で構いませんので、よかったら魔塔のことを教えてくれませんか？」

「そうですね……魔塔は本格的に籍を置いたら、特別な許しなく俗世と関わることを禁じられます。ですが俺は特例で、どちらも自由に行き来することを許されているんです。その分面倒な仕事を任されたりもしますが……」

「まあ……やはり王族だからですか？」

「それもありますけど……俺は現魔塔主唯一の直弟子ということもあって、何かと優遇されているんです。政治的な理由から魔法使いであることは公には伏せられているんですけどね」

「なるほど……え、と……魔塔主様は女性、でしたっけ？」

「いえ、女のような見た目をしてますが、正真正銘男ですよ」

「あ、そうなのですか」

　ホッと安堵したことを見抜いたか、ルカは半身を起こし、私の耳元へ唇を寄せた。

「もしかして、嫉妬してくれたんですか？」

「……当然です。あなたは私の恋人なんですから」

　にこりと笑うと、ルカは咄嗟に顔を隠すよう私の肩口に額を押し当てた。

「ずるい……その笑顔は反則です……」

　今彼の耳はきっと赤く染まっているに違いない。

　可愛いルカ……

　私はその背を慈しむようにそっと抱き締める。

「あなたは……いつか本格的に魔塔へ行ってしまうのですか？」

「いえ、そのつもりはありません。俺はこれからも俗世と関わっていきたいですから」

「俗世というより……女性なのではありませんか？」

　揶揄い混じりに告げると、ルカは私の両肩を掴んで押し倒し、上から組み伏せた。

「そうだと言ったら……少しは気になりますか？」

「……どうでしょう」

　ふふっと笑う私に、ルカは複雑な表情を浮かべる。

　仮にルカが心から恋い慕う女性がいるとするなら、それはいったいどんな人なのだろう。

　きっと優しく美しく気立てのいい……と、あれこれ想像を巡らせただけで心がもやもやしてくる。

「ローズ？　どうかしましたか？」

　透明な蒼の中に映る私が、真っ直ぐにこちらを見返してくる。

　ああ、これがルカに恋をしている私の姿なのか。

　なんと小さくも頼りなく、不安気でか弱い存在なのだろう。

　氷で鎧よろった女の中に、これほど容易く壊れてしまいそうな『ローズ』が隠れ潜んでいただなんて……

「寒いです……ルカ、どうか強く抱き締めてください……」

　縋るようにルカの首に腕を巻きつけると、ルカはすぐに私の身体を包むよう力強く抱き締めてくれた。

　まだ一週間程しか共に過ごしていないというのに、まるで何年も昔から馴染んだかのような温もりが、無性に切なく愛おしく、そして苦しかった。

　普通にはじまった恋だったなら、ミリアムのようにひたすら幸せを感じていられたのだろうか。

　分からない、私にとっては何もかもが初めての経験なのだから。

「ローズ、大丈夫ですか？」

「……ええ、あなたはとても温かいです。手放せなくなったら困りますね」

「むしろ……手放せなくなって欲しいです」

　真偽不明のルカの言葉も、今は思いのほか耳に心地良く響く。

　でも、私はできない約束はしない。

　だから無言のままルカの背に指を這わせ、広い胸に顔を埋めた。

















偽りの恋を終わらせて












　ルカがオリオール家のタウンハウスに滞在をはじめて一週間が経った。

　その間にニールは懲りもせずやってきて、門番と派手に騒ぎを起こしてくれた。

　しかしルカがあらかじめ手配した騎士達がすぐに取り押さえ、あっさり牢へと収監されるに至った。

　そこはこれまでとは違って特別監視の目の厳しい監獄で、叔母も簡単には手出しできないという。

　しかもルカはニールのこれまでの行動を詳細に洗ったらしく、詐欺や違法賭博、恐喝に借金踏み倒し等々……相当な量の余罪を拾い上げ、見事に罪状を積み上げてくれた。

　専門家に相談したところ、これだけの証拠が揃っていれば、当分牢から出ることは不可能だとの助言を得られた。

　本来なら私がやり遂げねばならないことだったのに……

　幼い頃母を亡くした私達兄妹にとって、叔母は第二の母のような存在であり、そんな叔母にだけはどうしても非情になりきることができなかった。

　兄を反面教師にしたつもりが、結局は私も身内の情を完全には捨てられなかったのだ。

　ルカはそんな私の弱さを責めるどころか、むしろその甘さが愛おしいと優しく抱き締めてくれた。

　たとえ偽りであろうと、これは思いのほか心に響くものがある。

　揺れ動く感情のまま、幾度もルカの優しさに屈してしまいたくなった。

　けれどギリギリのラインで私は持ち堪えた。

　一度でも愛を告げてしまったらきっと、約束の期限に別れを告げることなどできなくなってしまう。

　私はせめて……潔い幕引きと共に幸せな思い出の爪痕を、ルカの胸に残したい――






　こうして感情的に収まらないものはあるものの、ニールとは一応の決着をつけることができた。

　ところが……ルカは一向に王宮へ帰る気配をみせない。

　それどころか約束の期日までここに留まる気満々の様子だ。

　側にいられることが嬉しい反面、失った時の寂しさはより深みを増すだろう。

　共にいられるのもあと一週間。

　少しずつ心の整理をはじめる中で、私は決してルカを責めたりしないと決めた。

　裏を知りつつも惹かれ、探究心をそそられ、なお深く踏み込むことを選んだのは私自身なのだから。

「ローズ？　ぼんやりしてどうしたの？」

「あ……」

　物思いから我に返ると、心配そうに私の顔を覗き込むミリアムと目が合った。

　そうだった、今日はルカが外出をするというので、ミリアムを招いてティータイムを共にすることにしたのだ。

　ニールにはミリアムも相当頭を悩まされていたので、事の顛末を是非とも聞いてほしかった。

「ごめんねミリー、せっかく来てくれたのに……」

「いいのよ、あなたも大変だったでしょう。殿下があのクズを片付けてくれたなんて……嬉しい話が聞けて胸がスッとしたわ」

　あははと明るく笑い飛ばしてくれるミリアムに、私のほうこそ救われる思いだ。

「本当に……殿下には感謝してもしきれないわね」

「そうね、なんだか……思ってた以上に殿下のローズへの思いは真剣だったのね」

「え？」

　ミリアムの言葉に驚いて顔を上げると、彼女は何やら確信に満ちた眼差しを私に向けた。

「ただの遊び相手にここまで親身に寄り添って手を貸す人なんていないわ」

「そう、なのかしら？」

「そうよ！　それに話を聞いてると、ローズの気を引こうと殿下は本気で頑張ってるみたいじゃない」

　流石に賭け恋を仕掛けられている……と本当のことは言えず、私は苦笑するに留める。

　そんなことを打ち明けた日には、激情家のミリアムがどれだけ怒り狂うか分かったものではない。

「ねえ、ミリーのほうは最近どうなの？　ペロー卿とはうまくいってる？」

　話題を変えるべく水を向けてみるも、なにやらミリアムの表情は芳しくない。

「え、どうしたの？　何かあった？」

「うん、実は……建国祭の最中って犯罪が横行するでしょ？　だから騎士達にとってこの時期って一年で最大の繁忙期なの。お陰で初日以来会えてないのよー！」

　ふえっと泣き出す寸前のミリアムに駆け寄り、よしよしとその背を撫でる。

　まさかあの日以来会えていなかったとは知らなかった。

　きっと私の恋を邪魔しないようにと気遣って今まで黙っていたのだろう。

「ペロー卿は何処に配属されているの？　こちらから会いに行ってみるのはどうかしら？」

「無理よ、Ａ級監獄だもの！　普通の人は近づくことも許されないわ……」

　Ａ級監獄とは重犯罪者のみが送られる、特別監視の厳しい牢獄だ。

「そこ、もしかしたらニールが送られたところかもしれない」

「え……すごい偶然ね。あのクズ、口だけは上手いからボリスが言いくるめられないか心配だわ……」

「あ、たしかに……」

　ボリスとはたった一度しか会ってはいないものの、人柄は真面目で実直。なんとなく情に流されやすそうな人の好さも感じられた。

　そういう人間は、ニールのような狡猾こうかつで独善的なクズにとって格好の餌食になりやすいが……流石に考え過ぎだろう。

　どれだけボリスの人が好かろうと、職務を逸脱することはないはずだし、配属されている騎士だって彼のほかにも多くいる。

「大丈夫よミリー。そんな重要な場に配属されたのは、ペロー卿の仕事ぶりが評価されてのことだろうし」

「そうよね、ボリスはすごーく仕事ができる男なのよ！　スリを捕まえてくれた鮮やかな手並み、ローズにも見せてあげたかったなぁ……きっとあなただって惚れちゃうんだから！」

　ミリアムがいつもの調子を取り戻してくれて、ようやくホッと胸を撫で下ろす。

　そしてこの惚気がはじまるとかなり長い……

　私は相槌を打ちながら腰を据える覚悟を決め、楽しそうにはしゃぐミリアムの話に耳を傾けるのだった。






　いよいよ日も暮れはじめた頃、用事を終え戻ってきたルカが私達の元へやってきた。

　ルカの姿を認めるなりミリアムは慌てて立ち上がり、淑女の礼をする。

「お目に掛かれて光栄です、第五王子殿下。ミリアム・レトラント・オリオールと申します」

「あなたは……レトラント公爵のご息女でしたか」

「はい、夫亡きあとは実家のレトラント家へ戻っておりますが、今でもローズとは友人として親しくさせてもらっています」

「そうでしたか……レトラント嬢、あなたの話はローズからたくさん伺っていますよ。どうぞ楽にしてください」

　ルカは私の傍らまで来るなり「ただいま」と言って額に口付け、当然のように隣の席に座った。

　それに倣いミリアムも再び腰を下ろす。

「せっかくお会いできたんですから、よかったら俺も仲間に入れてくれませんか？」

「もちろんです！　私もローズから話を伺って、ずっと殿下にお会いしてみたかったんですよ」

「それは嬉しいですね。ローズが俺をどんな風に話していたのか……是非とも聞かせてください」

　ルカの言葉を受け、ミリアムはチラッと私に目配せをした。

　別に変な話をした覚えはないし、何も問題はないはずだ。

「ミリー、正直に話しても大丈夫よ」

「ふふ……ローズのお墨付きをもらったので、包み隠さずお話ししましょう。ローズはですね、殿下が一度関係を持ったきり手を出してくれないことを悩んで――」

「ちょっと待ったミリー！！！」

　慌てて身を乗り出し、ミリアムの口を両手で塞ぐ。

　まさか敢えてその件に触れるとは思わなかった……お願いだから解決した問題をわざわざぶり返さないで欲しい。

「る、ルカ、気にしないでくださいね」

　ミリアムの口を押さえたままルカのほうを振り返ると、彼はぱちくりと目を瞬かせ、少し気まずそうに苦笑した。

「ミリアム嬢、どうか誤解しないでください。それはむしろ……ローズに真剣だからこその選択なんです」

　ミリアムは私の手から逃れ、ずいっとルカに向かって身を乗り出した。

「殿下、そのお言葉が聞けて安心致しました。ローズは私にとって大切な家族でもありますから。私は二人の恋を応援致しますわ」

「ありがとう、ミリアム嬢。ローズに振り向いてもらえるよう全力を尽くします」

　ミリアムはニマニマと意味深な笑みを私に向けつつ、おもむろに席を立った。

「では、殿下にもお会いできたことですし、私はそろそろお暇致しますね。ローズ、見送りは不要よ。それでは失礼いたします」

　引き留めようとする私を華麗に無視し、ミリアムは弾むような足取りでティールームを去って行った。

　あとに残された私は少々気まずい……

　おずおずとルカのほうに目を向けると、ルカはすかさず私の両手を握り、申し訳なさそうに頭を下げた。

「改めて……あなたを不安にさせて申し訳ありませんでした」

「いえ、もう解決したことではありませんか」

「その……まさか今でもローズ自身に魅力がないなどとは思っていませんよね？」

「それは……」

　わざと不安気に視線を泳がせてみると、突如がばりと抱きすくめられた。

「毎日抱き合って寝ているのだから分かるでしょう？　俺が……いつもどんな状態なのか……」

　常に腿に当たるあの硬い感触を思い出し、さっと頬に熱が上るのを感じた。

　単なる生理現象か、それとも私自身に魅力を感じているのか判別はつかないものの、たしかにルカの身体は少なからぬ興奮状態を示していた。

　その欲を抑えてでも、ルカは私からの愛の言葉を待っている。

　そして私自身もそういう欲を感じないわけではない。

　でも、互いの心情が相容れない以上再び交わることはできない。

　そのことは心から残念に思うものの、これだけは私も譲れない。

　我ながら可愛げのない女だと自覚はあるし、ルカもこんな女を賭けの対象にされ気の毒に思う。

　相手が素直で可愛らしい普通の令嬢だったなら、賭けなどとっくにルカの勝利で幕を下ろしていただろうに。

「ええ、よく知っています。素直に振舞ってくださってもよろしいのですよ？　私は拒みませんのに」

「それじゃ駄目です……あなたの心が俺になければ、意味がないのです……」

　そう、そうでなければあなたは賭けに勝てない。

　愛の告白が別れの言葉になるなんて……今更ながらふざけた関係性ゲームだ。

　すべて打算と知りながら、そこに真心が生まれるはずはないと私は本気で思っていた。

　けれど人の心は不確かに移ろうもの。

　そんな感情に振り回される自分も私は嫌いではない。

　やっぱり、恋を知れてよかった。

　苦しくても、辛くても、偽りしかなくても……これまで知らなかった沢山の感情に触れることができたから。

　ルカ……私はあなたが好きです……

　つと顔を上げ、ルカの柔らかな唇を味わうように食んだ。

　するとルカもすぐに応え、徐々に口付けは深まり、ルカの指が私の背を悩まし気に這う。

　肉欲だけでもいい、飢えた獣のように求められる、このひりつくような空気が好きだ。

　はじめて会ったあの瞬間から私に向けられていた強い渇望のような熱。

　私はそれにどうしようもなく惹きつけられて仕方がない。

　いつかその正体に触れることができるのだろうか。

　知りたいような、知るのが恐ろしいような……そんな複雑な感情が、ままならないやるせなさと共に心の中で揺らめいていた。
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　平穏で幸せな日々というものは瞬く間に過ぎ去ってゆく。

　早いもので明日はいよいよ建国祭最終日――つまりルカとの関係が終わりを迎える日だ。

　今日が共に過ごす最後の夜。

　しかし王宮から急な呼び出しを受けたルカから、今夜は戻れそうもないとの連絡を受けた。

　そしてこの埋め合わせを必ずしたいから、明日は隠れ家に招待したいとの添え書きがあった。

　この恋の終わりにあの隠れ家は最も相応しい場所かもしれない。

　私は冷えたシーツに潜り込み、ぼんやりと天井を見上げた。

　ベッドが妙に広く感じられ、吹きすさぶような寂しさが深くこの身を包み込む。

　人生の大半を独り寝で過ごしてきたのに、たったの二週間でルカはすべてを覆してしまった。

　大切なもののように抱き締められ、たくさんの他愛もない言葉を交わし、幸せな気分で朝を迎える――私にとってはあまりに愛おしい二週間だった。

　ルカは本当に素晴らしい恋人だったから、きっと簡単に次の恋など見つかりはしないだろう。

　仮にこれが最初で最後の恋となったとしても、最高の男と最上の恋を楽しむことができて私は幸運だったと思える。

　よかった……やはりルカを心から恨むことなどできなかった。

　今私の心にあるのは、身を切られるような苦しみと、狂おしいほどの恋しさだけ。

「最後、か……」

　これまでのルカとの思い出にどっぷりと浸りながら、幾度も浅い眠りを繰り返す……それは永遠にも思える、あまりに重苦しい一夜だった――






　翌日昼前、ルカが手配した迎えの馬車が護衛騎士二名と共にやってきた。

　てっきりルカも来るものとばかり思っていたので、少し残念に思いながらひとり馬車に乗り込む。

　本音は最後の日なのだから、少しでも長く一緒に居たかった。

　いや、賭けとはいえ、ルカは忙しい合間を縫って私の相手をしていたのだ、彼なりに事情もあるだろうと頭を切り替え、外の景色に目を移す。

　今日は祭りの最後を締めくくるに相応しい快晴だった。

　街へ近づくにつれ、人の姿も密になってゆく。

　そして以前のように中心地から外れた場所で馬車は停車し、騎士達から丁重なエスコートを受けながら隠れ家を目指し坂道を上った。

　中腹付近に差し掛かったところで、騎士達はつと歩みを止める。

「申し訳ございません、我々がご一緒できるのはここまでです」

　そういえば隠れ家には結界が張られているとルカは言っていた。もしかしたらルカに許されたもの以外立ち入ることができないのかもしれない。

「分かりました、ありがとうございます」

　二人に丁重に礼を述べ、私はひとり坂を上りはじめた。

　前はルカと二人で歩いた道。

　今日は……行きも帰りもひとりで歩くことになるのだろう。

　そんな感傷的な気分に浸っている間に、いつしかあの隠れ家に辿り着いていた。

　門扉をくぐり、歩道を道なりに沿って進むと、やがて街が一望できるあの場所に行き着く。

「まあ……」

　今まさに、中心街では鮮やかな衣装に身を包んだ人々によるパレードが行われていた。

　心躍るような華やかな光景に暫し見入っていると――

「え？」

　突如無数の花びらが空から舞い降りてきた。

　色とりどりの花びらが、私を目掛けて雪のように降り注ぎ、その様は筆舌に尽くし難いほど美しい。

「綺麗……」

　うっとりと見惚れながら空を仰いでいると、不意に背後から抱きすくめられた。

「気に入ってもらえましたか、ローズ？」

「これ以上のプレゼントがこの世にあるのでしょうか」

　心からの感嘆を言葉に乗せると、ルカは嬉しそうに私の項に鼻を擦りつけた。

「よかった……あなたの心に永遠に残るものを差し上げたかったんです」

「ルカ……」

　感情が急速に昂ぶり、何年も零した記憶のない涙が唐突に込み上げる。

　もう、好きなどという言葉では言い表せない。

　愛してる……どうしようもないくらいあなたを愛してしまいました、ルカ……

　私は振り返り、ルカの顔を見上げた。

　するとルカは驚いたように大きく目を見開く。

「ローズ？　何故、泣くのですか？」

　私の涙を指先で優しく拭いつつも、途方に暮れたような眼差しが堪らなく愛おしかった。

「あまりに感動して……一生忘れられない最高のプレゼントです。ありがとうございます、ルカ……」

　伸び上がってルカの頬に口付けると、すぐに熱い口付けでもって返された。

「ローズ……」

　口付けの合間合間に私を呼ぶ、熱く悩まし気な声音。

　押し付けられた体から、ルカの興奮が痛いほど伝わってくる。

　こんなにも私を求めているくせに、あなたにとっては賭けのほうが大事なのだ。

　そんなあなたが憎らしいのに、同じくらい恋しい――

　ルカは名残惜し気に唇を離し、こつりと額を合わせた。

　彼はこうして見つめ合うことが好きらしく、私もすっかりこの距離が好きになった。

　大好きな蒼い瞳を、視界いっぱいに映せるこの距離が。

「ルカ、今日が約束の日です」

「どうしても……先を見据えた真剣な恋を、俺とすることはできませんか？」

「……できません」

「俺では、力不足ですか？」

　私はふるふると首を横に振る。

「いいえ、あなたは何の申し分もない完璧な恋人でした」

「なら何故……どうして俺では駄目なんですか？」

　必死に食い下がるルカ。

　それほど勝ちたい賭けの景品とはいったい何なのだろう。

　今更ながら気になってはみたものの、私が知ることは永遠にないだろう。

　一歩後退ってルカを正面から見据えると、ルカは跪いて縋るように私の手を握った。

「ローズ、あなたが好きなんです……本気です……簡単にあなたを諦められない……」

　あまりにも真剣な眼差しに、ぐらりと心が揺らぎそうになる。

　でも……これほどの切実さすら信じることのできない脆い関係性が空しくやるせなかった。

「……ごめんなさい、ルカ。その気持ちに応えることはできません」

　そう告げた時の、この世の終わりのようなルカの顔は一生忘れることができないだろう。

　どうして、そんな傷ついた目をするの？

　騙しているのはあなたのほうだというのに。

「いやだ、嫌ですローズ……俺は本当にあなたが――」

「はじめから……すべて知っていたんです」

「え？」

「氷の女侯爵を建国祭最終日までに落とせるか――そんな賭けをしていましたね？」

　ルカは大きく息を呑み絶句する。

「聞いてしまったのはほんの偶然でした。それでもあなたの誘いに乗ったのは……恋をしてみたいという好奇心からです」

「ローズ……お願いです、はじめから全部説明させてください……」

　私はルカの手をやんわりと解き、更に数歩後退った。

「いいえ、言い訳も説明も不要です。とても楽しい時間をくれたあなたには心から感謝していますから」

「やめてください……そんな、最後みたいな言い方……」

「ありがとうございます、ルカ。賭けに勝たせてあげることができなくてごめんなさい」

「違う！　そんなことはどうでも――！」

「さようなら、ルカ第五王子殿下……」

　精一杯美しく見えるようにと祈りながら淑女の礼をしたのち、未練を断ち切るべく踵を返す。

　決して取り乱したりするものか。

　ローズとしても、オリオール侯爵としても、ルカの記憶に無様な姿で残りたくはない。

「待ってローズ……！」

　背後から悲痛な声が追い縋ってくる。

　今すぐその胸に飛び込んでしまいたい衝動を懸命に押し殺し、私は一度も振り返らずにルカの隠れ家を後にした。
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「……ん？」

　頬に感じる硬い床の感触で目が覚めた。

　ここは……どこだろう？

　体を起こそうとするも、後ろ手に縛られていて身動きが取れない。

　なんとか状況を把握したくて視線を動かすと、どうやら自分は鉄格子の中に閉じ込められているらしいことが分かった。

「うっ……」

　不意に頭がズキズキと痛みだし、湿った空気と黴臭かびくさい匂いとが、深い深い記憶の底に触れ、覚えのないはずの光景を脳裏に描き出す。






　薄暗い牢、足音が通り過ぎるたび感じる恐怖、怒鳴り声と悲鳴、覚悟した死――






　これは、何？

　私が忘れてしまっている過去の記憶……なのだろうか。

　そもそも何故私はこんなところに居るのだろう。

　ルカと別れたあと、何があったのか……記憶を辿ろうとしたその瞬間、まるで妨害するかのように頭上から男の声が降りかかってきた。

「目覚めたか、ローズ・オリオール侯爵様」

　この、声は……

　なんとか頭だけを持ち上げ、鉄格子の向こう側の人物を見上げる。

「ニール……何故お前が……」

　居るはずのない男が、勝ち誇ったような忌々しい笑みを浮かべ私を見下ろしていた。

　ギリと下唇を噛みしめる。

　ニールは特別監視の厳しい牢へ収監されていたはずなのに……誰かが脱獄の手助けをしたというのか。

　こんな口先だけの、クズのような男を。

「まさかＡ級に入れられるとはなぁ、今回ばかりはさすがの俺も焦ったぜ。まあそれでもなんとかなっちまうのが俺様の凄ぇとこなんだけどな」

　相手にもしたくないので顔を背けようとしたところ、鉄格子の隙間からニールは腕を差し入れ、私の顎を強く掴んだ。

「離、せ……っ！」

「女は慎ましくお淑やかで可愛げがないとな。お前も大人しく俺の言うことを聞いてりゃよかったものを」

「この……恥知らずがっ……」

「ばぁか、恥で金なんて稼げねえだろ？　んなつまんねえプライドなんて捨てちまえ。俺はこう見えてお前の顔は結構本気で気に入ってるんだぜ？」

「あは、やめてよ……嬉しすぎて鳥肌が止まらなくなるから」

「くははっ！　お前昔はもっと可愛げがあったのになぁ。まあいい、今すぐ俺と結婚するか爵位を譲るか選べ」

　いつかこういう事態が起こることを想定していなかった訳ではない。

　しかし言い訳になるが、今は本当に巡り合わせと時期が悪かった。

　ニールは脱獄不可といわれるＡ級監獄へ収監されていたし、私自身ルカとの恋に思考の大半を割かれており、完全に警戒が緩んでいた。

　まさか牢に居るはずのニールが脱獄し、雇用に莫大な費用を要する魔法使いまで雇っているとは予測できなかった。

　ルカの隠れ家を去ったあとは、騎士達がたしかにタウンハウスまで私を送り届けてくれたのだ。

　そして馬車を下りた途端、急激な睡魔に襲われた。

　あれは以前ルカがニールにかけた魔法と同種のものだろう。

　きっとあの日の件をきっかけに、ニールは私が魔法使いを雇っていると勘違いをしたのだ。

　そして自身も魔法使いを雇って同じ方法でやり返した……といったところか。

　なんにせよこれは警戒を怠った私自身の過失でもある。

「……ニール、ひとつ教えて」

「なんだ？」

「私……以前もここに来たことがあった？」

「んなはずねえだろ」

「変ね……」

　首を捻る私の顎から手を外し、ニールは何かを思い出したかのようにパチリと指を鳴らした。

「ああ、そういえばお前、子どもの頃誘拐されたことがあったな」

「私が、誘拐？」

「お前の名節に関わることだからって伯父さんが厳しい箝口令を敷いて、外部に漏れることはなかったはずだ」

　そんな記憶はない。

　でも……ここへ来てから感じる、怖気を伴う既視感はなんだろう。

　ニールの言葉など何一つ信用できないけれど、彼がこんなことで嘘をつく理由もない。

　どうして、私にはその記憶がないの？

「うっ……」

　再びズキズキと頭が痛みだす。

　何かに届きそうで届かないこの感覚が酷くもどかしい。

「おいローズ、んな演技はいいから早く選べ。じゃないと……色々と恥ずかしい目に遭ってもらうことになるぜ？」

　見なくても、舌なめずりするニールのいやらしい顔が目に浮かぶようで、頭痛に加え吐き気まで催した。

　ニールは前々から色んな意味で私を狙っていたから、気の済むまで悍おぞましい欲望をこの身にぶつけるだろう。

　こんな男に好きにされ生き永らえるくらいなら、潔く死んだほうが遥かにマシだ。

　私は奥歯に装着している自死用の魔道具に舌先で触れた。

　これを起動すれば、私は数秒ののちに死ぬ。

　そして私が不審な死を遂げれば、代理人が速やかにオリオール家の全権を王家に返上する手筈となっている。

　ニールにだけは、何一つ渡してなどやるものか――

「ったく強情だな、それでこそ調教のし甲斐があるってもんだけどなぁ」

　ひひっと下卑た笑い声を上げながら、ニールは牢の扉を開いて中へ押し入ってきた。

　そうしてすかさず私の肩を蹴り上げ仰向けに返す。

　最後に見る顔が、吐き気を催すほど憎い男の顔だなんて……神はよほど私がお嫌いらしい。

　せめてルカの顔をひと目でも見られたなら、思い残すこともなかっただろうに。

　まあ、仕方ない。これも運命と諦めよう。

　覚悟を決めて魔道具に魔力を込め、装置を起動しようとしたその瞬間――

　どおん！　という轟音と共に現れた閃光に目を焼かれ、暫し視界を奪われた。

　そして頭を殴られたような衝撃と共に、眼裏にはこれまで閉ざされていた記憶が走馬灯のように蘇る。

「ローズ、大丈夫ですかローズ!?　お願いだ、目を開けてください！」

　抱き起こされゆっくり目を開くと、居るはずのない人物が必死の形相で私を見下ろしていた。

　そしてその美しい容貌が、たった今取り戻した記憶の面影にピタリと重なる。

「る、か……わた、し……」

「ああ、ローズ！」

　ひしと力強く抱き締められ、全身にルカの体温を感じながら、私の意識は深い闇の底に吞まれていった――
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　昏々こんこんと眠るローズの手を握り、もう幾度めかも分からない溜め息を漏らす。

　ローズが意識を失ってから今日で三日目になる。

　医者は、精神的ショックが過去のトラウマに抵触し、回復を遅らせているのかもしれないと告げていた。

　もしかしたらローズは過去の記憶を思い出しているのだろうか。

「ローズ……すまない……」

　俺が不甲斐ないばかりに、あんな危険な目に再び遭わせてしまうなんて……

　振られたショックで呆然自失になり、挙動が遅れたことが心底悔やまれるが、指輪を捨てずに持っていてくれたことだけが不幸中の幸いだった。

　これのお陰でローズの危機を察知し、迷いなく彼女の元へ辿り着くことができたのだから。

　それにしても……賭けの話を持ち出されたのは完全なる不意打ちだった。

　まさかローズがはじめから知っていたとは思いも寄らなかった。

　様々な思いを抱えていただろうに俺を責めも詰りもせず、ローズはいつだって優しく蠱惑こわく的で、小悪魔のように心を搔き乱す愛らしい恋人だった。

　そんなローズに俺はずぶずぶに溺れ、ひたすら恋の沼に嵌り込んでいた。

　一分一秒でも側に居たくて、ただ会いたくて、寝ても覚めてもローズのことで頭はいっぱいで……賭けのことなど、ローズに言われるまで思い出しもしなかった。

　どうしたらその心を掴めるのか、期限後も恋人として側に在り続けられるのか……あまりにも切実だった俺の行動一つ一つは、ローズにとってはすべて賭けのための策略としか映っていなかったのだ。

　そんなことも知らずにいた己があまりに滑稽過ぎて、思わず乾いた笑いが込み上げる。

　決して踏み込めなかった最後の一線が、俺への不信感に端を発していたとは……

　しかも俺は……ローズの抱える苦悩に何一つ気づけないまま、ひとり馬鹿みたいに浮かれ舞い上がっていた。

　時折垣間見える親愛のようなものに希望を見出し、いつかこの関係が本物になるようにと切に希こいねがって……

　本当に、救いようもない愚か者だ。

　挙句の果てあれだけこっぴどく振られようと、いまだに未練がましくこの手に縋りついている。

　だけどローズ、そんな簡単に諦められるはずがないだろう？

　君は……あまりにも鮮烈な俺の初恋なんだから――






　幼少期の俺は……一言でいえば悪童だった。

　しきたりだらけの窮屈な王宮も、押し付けられる王族の義務も、おべっか混じりに寄ってくる人間達も……すべてが煩わしく辟易へきえきしていた。

　だから王宮を抜け出しては街をぶらつき、そこで出会った仲間達と悪い遊びに興じては両親を激怒させる……そんなろくでもない日々を過ごす愚かな餓鬼だった。

　身分を隠し何者でもない自分で在れる場所が、この頃の俺には新鮮で楽しかったのだ。

　そんなある日のこと、俺は繁華街でひとりの男に出会った。

　見た目はどこからどうみても女だったのだが、何故か俺は男であると一目で見抜いた。

　男は俺を見た瞬間パッと瞳を輝かせ、嫌がる俺の手を強引に掴んだ。

「離せよおっさん！」

「へえ、あたしの正体を見抜くなんてやるわね坊や……ねえ、魔法使いに興味ない？」

「あ？　何寝ぼけたこと言ってんだ？」

「嘘、まさか自分の力に気づいてないの!?　やーんもったいない！　宝の持ち腐れだわ！　ちょっとご両親とお話しさせてもらえない？」

「くねくね気色悪ぃな……とっとと消えろっ！」

　邪険に手を振り払うと、男はうーんと少し考えるそぶりを見せた。

　そして不意に身を屈め、俺の耳元で内緒話のように小声でひそひそと囁く。

「もし魔法使いに興味が湧いたら……ソールってあたしの名前を呼んでね」

　ゾワッと全身に鳥肌が立つのを感じながら後ろへ飛び退ると、男――ソールはパチリとウィンクをして雑踏の中に消えていった。

　この国の人間は誰しも魔力を内包しているが、魔法使いとなると話は別だ。

　魔法を扱える程の魔力量を保有するものは希少で、古くから政治、軍事面でその力を搾取され続けてきたが、いつの時代からか彼らを保護する目的で魔塔という無国籍の独立機関が設立された。

　どの国とも一定の距離を置き、魔道具の開発などで人々の生活を支え続けてきた魔塔は民間での人気が高く、その権威は格別だ。

　だから魔塔に籍を置くことを認められるほど実力のある魔法使いは、どの国へ行っても神のごとき待遇を受ける。

　だが、王族が自国を捨ててまで魔法使いになるなど聞いたことがない。

　それに魔法使いになり得るほどの魔力を備えているという自覚がこの時の俺にはなかった。

　そもそも家系から魔法使いが出たという話も聞かないし、ソールの言葉は何かの間違いだろうと片付け、すぐに忘れてしまったのだ。






　あれは俺が十になった年のことだ。

　相も変わらずすべてに投げやりに生きていた俺だったが、ある日巷ちまたで横行している誘拐事件の話を耳にした。

　なんでも巨大な闇組織が、容姿端麗な少年少女を攫っては他国へ売り飛ばしているのだという。

　貴族の子息も既に幾人か行方不明となっていたことから、事件は王宮でも大きく取り上げられていた。

　そんな中両親から下された外出禁止令を適当に聞き流していたのだが、まさかそれを無視したことによって自分がその被害者になるとは……まったく自業自得とはこのことだ。

　つるんでいた悪童仲間の一人が組織に買収され、俺を陥れたのだ。

　薬を盛られ眠らされ、気づいた時には薄汚く狭い地下牢に閉じ込められていた。

　当時腕にそこそこ覚えがあったとはいえ、まだ十歳の餓鬼だ、本物の悪党相手に敵うはずもない。

　それでも反抗的な態度を取り続けた結果、散々痛めつけられたのだが、奴等は顔だけには決して手を出さなかった。

　この顔にだけ価値があるのだといわんばかりに。

　どれほどの時間、幾度も襲い来る憎悪と怒りと後悔と絶望に浸っていただろう。

　日付の感覚はとうに狂い、自暴自棄になりながら硬い床に寝転がるばかりだったある日のこと、ずっと空だった隣の牢にひとりの少女が放り込まれた。

　ろくに光も差さない薄暗い空間ではあったが、夜目の利く俺には彼女の顔がくっきりと見えた。

　なるほど、このクソみたいな組織に目をつけられるわけだ、パッと目を引くほど美しい少女だった。

　見るからに貴族の令嬢のようだが、公の場に近付かない俺には誰だか分からない。

　だがこれほどの美形だ、将来が楽しみだとさぞかし評判になっていることだろう。

　沈む夕焼けのような赤毛に、瞳は……金だろうか。

　赤みがかった上物の琥珀のように、なんとも神秘的で美しい色味をしている。

　そんな俺の不躾な視線に気づいたか、少女がふとこちらへ目を向けた。

　そのあまりに涼やかな眼差しにドキリとする。

　こんな境遇だというのに、そこには恐怖や怯えのようなものが一切見えない。

　俺よりも年少に見えるのに、この少女は何故こんなにも超然と大人びているのだろう。

「……あなた、どのくらいここに居るの？」

　薄汚い牢に不釣り合いなほど、高く涼やかな声音だった。

　悪党どもの汚らしい怒声や罵声に慣れ切ってしまっていたせいだろうか、俺は咄嗟に言葉を紡ぐことができなかった。

「大丈夫？　しゃべれないの？」

「あ、いや……どのくらいかな……もう日にちの感覚がないんだ」

「そう……」

　体感としては一週間といったところだが、何せ窓ひとつない空間だ、正確には分からない。

「私はローズ。よかったらあなたの名前、教えてもらえない？」

「……ルカだ」

「ルカ……あまり長い付き合いにならないといいわね」

「あんた、貴族の令嬢だろ？　護衛もついてただろうになんで攫われたんだ？」

　ローズはじっと俺の姿を見つめ、ふっと小さく笑った。

「あなたもそう見えるけど」

「いや、まあ……俺の場合は日頃の行いだ」

「そう、私は……ブティックでドレスの試着をしていたところを攫われたの。護衛も踏み込めない場所だったから為す術もなかったわ」

　ふうっと溜め息を漏らすローズは、悲観しているようにも絶望しているようにも見えず、いまいち感情が読めない。

　表情管理を徹底的に仕込まれているのだろうか。

　この年代の令嬢にはとても珍しいことのように思うが。

「ローズ、あんたはこの状況が……怖くはないのか？」

　ローズはつと顔を上げ、相変わらず腹立たしいほど冷静な眼差しを俺に向けた。

「怖くないと言ったら嘘になるけど、私は……死ぬこと自体に恐怖はないわ」

　淡々と語られた言葉を信じられない思いで受け止める。

　推定七、八歳の少女が吐く言葉とは到底思えない。

　いったいどんな教育を受けたらこんな達観した少女が出来上がるのだ？

「ただ……もし死ぬことになったら遺された人々に申し訳ないから、今はギリギリまで生き残る方法を考えるのみよ」

　その時、確固たる信念のようなものがローズの瞳を輝かせ、俺はその美しさから目が離せなくなった。

　なんて強く気高い少女だろう。

　俺がこれまで考えていた物理的な強さとはまったく異質の、本質的な強さがそこにはあった。

　そのことに気付いた時、俺はこれまでの自分があまりに矮小わいしょうな存在に思えて仕方がなかった。

　王族であることを嫌っていながら、誰より身勝手に振舞いその恩恵に浸りきっていたのは自分だ。

　そんな恥ずべき傲慢さを見透かされそうで、俺はローズの視線から逃れるよう背を向けた。

「……生き残るだけなら難しいことじゃない、大人しくしていればいいだけだ。そのあとに待つのは地獄だろうがな」

「ルカ、一緒に生き残りましょう」

「は？　なんであんたと俺が――」

　カッとなって振り返り、俺は言葉を失った。

　予想に反しローズが優しく微笑んでいたからだ。

　これが、彼女の本当の顔なのだろうか。

　すっかり毒気を抜かれ、つい先ほどまで抱いていたはずの反発心などあっという間に霧散してしまった。

　ぼうっと呆けている俺に向かい、ローズは鉄格子の隙間から手を差し伸べる。

　そのほっそりとした白い手をぼんやりと眺めているうちに、指の付け根にある剣だこに気づいてハッとした。

「あんた、剣を使うのか？」

「ええ、一般的に男性が受ける教育はすべて受けているわ」

「なんでだ？　家を継ぐわけでもないだろうに」

「……いずれ、継ぐことになるだろうから」

　その時ほんの一瞬だけ、ローズの瞳が悲し気に翳かげった気がした。

　どうやら彼女は何らかの事情で後継者教育を受けているため、年齢に似つかわしくない大人びた雰囲気を漂わせているようだ。

　それに頭は良さそうだし、今後何かの役に立つかもしれない……そう素早く算段し、俺はローズの手を握った。

　するとローズは「ありがとう」と嬉しそうに笑った。

　笑ったほうが可愛いな……場違いにもそんなことを思ってしまった自分を内心殴り飛ばす。

　ローズと話していると、やたらと調子が狂って落ち着かない。

「そんなことよりルカ、ここのことで知っていることを教えてくれる？」

　ローズの淡々とした声音に、俺はようやく平静さを取り戻した。

　この場所について知っていることなどそう多くはない。

　囚われているのはせいぜい十歳前後の男女で、数日ごとに幹部と思われる男が現れ牢内の子が連れ出されていくこと、見張りは基本的に一人で食事は一日一回……そんな程度だ。

「ここへ来た時にざっと見た限り……子どもの数は十人前後といったところかしらね」

「まあ増えたり減ったりはしてるが、概ねそんなとこだろう」

「年端も行かない子どもを性愛対象にする輩がいると、知識として知ってはいたけど……気持ち悪いわ」

　最初から感じていたことなのだが、ローズと会話をしていると同年代の子と話している気がまったくしない。

　我々は被害当事者なのだ、たとえ大人であってもこれほど冷静に話す内容ではないと思うのだが……

「あんた……そういう大人に買われても、そんな余裕でいられるのか？」

「私が余裕に見える？」

「ああ、すごく」

「そう……いざとなったら死ぬ手段が残されているから、そう見えるのかもしれないわね」

「死ぬ手段って……まさか自死用の魔道具でも持ってるのか？」

「ええ、物心ついた時から常に身に着けているわ」

　ローズがあまりに淡々と語るので、俺は暫し言葉を失う。

　間諜ならいざしらず、年端も行かない令嬢に対し、自死の覚悟まで強要する親がいるだなんて……俺は見たこともないローズの両親に怒りの感情を覚えた。

　同時に、赤の他人に対しこんな気持ちになる自分に困惑する。

　きっと久しぶりの話し相手に出会え、ちょっと気分が上がっているせいだろう。

　ローズに肩入れする自分をそう雑に片付け、俺は改めてローズに目を向けた。

「それを上手く使えば、ルカが逃げる時間だけでも稼いであげられそうね」

「やめろ！　絶対にそんな勝手な真似はするな！」

　俺の突然の怒声に、ローズは驚いたのかパチパチと目を瞬かせた。

「大丈夫よ、私は最後の最後まで諦めないから。今のはあくまでも可能性の話」

　ローズの言いたいことは分かっている。

　二人とも死ぬか、どちらか一方しか生き残れないという状況に陥ったら、ローズは後者を選ぶと言っているのだ。

　俺のほうが体力もあるし、逃げ切れる可能性はたしかに高い。

　だが……それがローズの犠牲の元となるのは死んでも御免だ。

　別にローズがどうなろうと俺には関係ないはずなのに、何故か怒りを感じるほど心が拒否する。

　会って間もない相手だというのに、妙な情でも湧いてしまったのだろうか。

　内心むしゃくしゃしながら、俺は八つ当たり気味にローズを睨めつけた。

「……そういうことは、冗談でも口にするな」

「……分かったわ、ごめんなさい」

　少し沈んだようなローズの声音に溜飲が下がるどころか罪悪感を覚え、それもまた無性に腹立たしくて俺はローズに背を向け床に寝転がった。






　こうして俺とローズは、誘拐という最悪な縁により巡り会った。

　はじめは年下のくせに……という反発心もあって素直になれなかったのだが、次第にローズを取り巻く環境や人となりを知るにつれ、俺は彼女に心を開いていった。

　ローズも言葉を重ねるごとに、年齢相応の少女らしさや隙を見せることが増えてゆく。

　その愛らしさに触れるたび、胸の奥が妙にくすぐったくて落ち着かなくなった。

　ローズのこんな顔を知る人は、いったいどれだけいるのだろう。

　これまでも、これからも……俺だけであればいいのに――

　こんな特殊な環境にありながら……否、こんな環境下だからこそローズへの独善的な欲は留まることを知らず、ひたむきに大きく膨れ上がっていく。

　しかし、そんな地獄の中の束の間の平穏も、やがて終焉を迎える時がやってきた。

　それはローズがここへ捕らえられてから一週間も経たない頃だったように思う。

　ついに商品として売られるべく、俺の元へ幹部らしき男が破落戸どもを従えやって来た。

　牢を出るよう指示を受け、俺はふとローズのほうへ目を向けた。

　するとローズは目いっぱいに涙を浮かべ、いやいやとしきりに首を振っている。

　今は表情を管理する余裕すらないようで、戸惑い、恐怖、悲しみ、絶望……これまで決して見せることのなかった感情が全身から溢れ出ていた。

　そんな彼女を少しでも安心させようと、俺は笑ってみせた。

　その瞬間、ローズの目に確固たる決意が漲り、俺は嫌な予感に胸騒ぎを覚える。

「待ってください。彼を連れて行くのなら、私今すぐ死にますよ」

「止めろローズ！」

　ローズの言葉と俺の狼狽えぶりにただならぬものを察したか、男達は慌ててローズの牢に向かって駆け出した。

　それを満足そうに見届け、ローズは俺に向かってこくりと頷く。

　それだけで分かってしまった。

　ローズは死ぬ気だ。

　俺を救うために。

　最後まで生き抜いてやると豪語していたくせに、なんでこれほど簡単に命を捨てようとするんだ。

　高潔な君が、こんな、クズみたいな俺のために。

　――駄目だ……止めろ……

　男達が牢を開き、ローズの小さな身体を羽交い絞めに取り押さえる。

　――嫌だ嫌だ嫌だ！　ふざけるな……君が死ぬなんて誰が許すかっ！！！

　痛みのためか表情を歪ませながら、ローズは必死に俺に向かって叫んだ。

「うっ……ルカ、早くっ！」

「やめろおおおおおお！！！！」

　血を吐くような叫びと共に、体の奥底から爆発的な力が溢れ出て、脳内を真っ白く染め上げる。

　その時何が起こったのか……今でも正確には思い出せない。

　気づけば、俺とローズは『精霊の湖』のほとりに倒れていた。

　あとで聞いた話によると、俺はどうやら覚醒トランス状態となって魔力暴走を引き起こし、その場にいた構成員達を殲滅せんめつさせ、何故か精霊の湖へ転移していたらしい。

　しかも子どもたちは皆無事だったというのだが、魔法の使い方もろくに知らない当時の俺がそれをどうやって成し遂げたのかは……きっと永遠に謎のままだ。






　湖のほとりで目を覚ました時、ローズは俺の隣で気を失っていた。

　いったい何が起こったのか……訳も分からず呆然としつつも、この時の俺は体内を循環する膨大な魔力をたしかに感じ取っていた。

　そしてふと、何年も忘れていたソールの存在を思い出したのだ。

　魔法使い……ソールは俺にその資質があると言っていた。

　今ならその言葉が真実だったのだと分かる。

　あの時きちんと彼の話に耳を傾けていれば、こんな目に遭うこともなかったはずなのに。

　いや……そうしたらローズと出会うこともなかっただろう。

　これは運命の皮肉な巡り合わせとでもいうのだろうか。

　俺は湖に向かって大きく息を吸い込み、吐き出す息と共に叫んだ。

「ソール！」

　半信半疑ではあったものの、俺の呼びかけに応えるよう眼前の空間を裂いて、女……の形なりをした男が姿を現した。

　ソールは俺の姿を認めるなり、喜色満面の笑みを浮かべる。

「やっだーすっかりイケメンになっちゃってぇ！　しかも今度はしっかり覚醒してるじゃない、坊や――」

「ルカだ」

「そう、ルカっていうの。あたしを呼んだってことは……魔法使いになりたいってことよね？」

　俺は一瞬の間をおいて、首を縦に振った。

「この力の使い方を教えて欲しい」

「もっちろん喜んでぇ！　あなたくらい魔力があったらすぐに魔塔に登録できちゃうわよ」

「おっさんがンな大事なこと簡単に決めていいのかよ」

「だいじょーぶ！　あたしってばこれでも魔塔主だから、あたしの決定は魔塔の意思ってね」

　にこにことご機嫌な様子のソールに頭痛を覚え、俺はこめかみを押さえた。

　魔塔主といったら教皇すら跪かせるという、絶大な権威を持つ象徴的存在だ。

　それが……これ？

「あは、ルカってば考えてること丸分かりねぇ。ひとまず詳しい話は場所を移してからにしましょ」

「ちょっと待て、その前に彼女を安全な場所まで送り届けたい」

　そこでソールはようやくローズの存在に気付いたようだった。

「あら、彼女？　随分汚れちゃってるけど綺麗な子ねぇ」

「そ、そんなんじゃねえし！　ひとまず手当とか、必要ならしてやってくれ、頼む……」

「うーん……ひとまず目立った怪我はなさそうね、今は気を失ってるだけみたい。任せて、ちゃんと屋敷まで送り届けるわ」

「ああ、助かる」

　こうしてソールの手を借り、ローズをオリオール家のタウンハウスまで送り届けたあと、俺は久方ぶりに王宮へと戻った。

　あとで分かったことだが、俺はどうやら二週間ほどあの地下牢へ閉じ込められていたらしい。

　両親は大激怒するも、ソールのとりなしでなんとか修羅場は免れた。

　そして俺を魔塔に連れて行きたいというソールの熱意を前に、両親は心底困惑していた。

　無理もない、魔法使いは何かと便利な存在である上、一騎当千に匹敵するほどの力がある。万が一王族である俺が魔法使いだと知れ渡れば、一大派閥が出来上がり、あらゆる争乱の火種ともなりかねない。

　結局、魔塔へ移籍させることはできないという両親に対し、ソールは譲歩案として一年の半分をそれぞれの地で過ごすというものを提示した。

　俺の強い意向もあってその案が採用された結果、『ルカ第五王子は放浪癖のある遊び人』というレッテルを貼られるに至る。

　修行のためあちこち放浪していたことは事実だが、遊び人に関しては身に覚えのない完全なる言いがかりだ。

　そもそも俺が常連となっている盛り場の実態は、魔塔が経営している情報屋だ。

　しかも遊んでいると誤解されている相手は、恐らくソールや彼の女装仲間達だ。俺にそっちの気はないってのに冗談じゃない！

　……少々話がずれてしまったが、両親とソールとの間で話が上手くまとまった頃、ローズが意識を取り戻したとの連絡を受けた。

　俺はすぐに見舞いに駆け付けようとしたのだが、伝令はそれをきっぱりと固辞した。

　どうやらローズは地下牢での記憶を完全に失ってしまったらしい。

　忘れてしまったということは、ローズにとって受け入れ難い記憶である証に他ならず、彼女のためを思うならどうか関わらないで欲しい――それがローズの父、オリオール侯爵の意向だった。

　伝令が去っていく後ろ姿を呆然と見つめながら、胸にぽっかりと穴が開いたような虚しさを覚える。

　ローズのあまりに堂々とした姿に、俺はすっかり騙されてしまっていた。

　どれだけ大人びて見えるからといっても、まだたった七歳の少女だ。

　常に死と暴力と尊厳破壊の恐怖に晒され続ける環境下で、平静でいられるはずがない。

　その上、ローズは果敢にも俺のために命を投げ出そうとまでした。

　そのことを思い出すだけで、今にも怒りで目が眩みそうになる。

　だが俺は……そんな怒りをぶつけられる唯一の対象を失ってしまった。

　ローズは自身の平穏を守るため、俺のことを記憶ごと切り捨ててしまったのだ。

　仕方のないことだと、頭ではよく理解している。

　だが……寂しさ、虚しさ、悔しさ、怒り、恋しさ……雑多な感情がない交ぜになって心に吹き荒れる。

　命を投げ出そうとした愚行を責め、互いの無事を喜び合い、俺達にしか分からない感情を共有して……稀有な経験を共にした者同士、きっとかけがえのない関係を築けると信じていたのに、それは俺の一方的な思いでしかなかった。

　俺のために命を投げ出そうとまでしたくせに、こんな形で拒絶するなんてあんまりじゃないか。

　俺が知っているローズには、もう二度と会えない……そう考えただけで、胸が痛くて苦しくて張り裂けてしまいそうだった。

　しかしこの痛みが、経験が、皮肉にも俺という人間を生まれ変わらせてくれた。

　俺は必ずいっぱしの魔法使いになってやると固く心に誓い、血を吐くような思いでソールから魔法を学んだ。

　いつかまたローズと言葉を交わせる日が来るはずだと――そう信じて。

　そして真っ先に習得したのが転移、変装魔法だ。

　これさえあれば、別人としてローズの側へ赴くことができる。

　はじめは命を救ってもらった恩返しと護衛のためと言い訳しつつ、俺はローズを陰から見守っていた。

　だがすぐに自身の中に根差す浅ましい本心に気付く。

　本当は……どうしようもなく好きだから側に居たいのだと――

　ローズが十七歳で爵位を継ぎ活発に社交活動をはじめると、俺はその情報をことごとく入手し、彼女の周辺に密かに張り付いていた。

　幼い頃もとても美しかったが、淑女となったローズの美貌は他の追随を許さなかった。

　正に咲き誇る薔薇の如く……当然狙う虫共は無数に存在した。

　叶うことならそいつらを一掃すべく、掻っ攫ってでも求婚したかった。

　だがローズの父の言葉が重い足枷となってそれを阻む。

　いまだ記憶の戻らないローズに軽はずみに近付くことはできない。

　さりとて苦しいほど膨れ上がってゆく恋心を止める術もなく、どうしようもないジレンマに縛り付けられ、俺の精神はもはや崩壊寸前だった。

　その荒ぶる心を少しでも発散すべく、俺はローズの側に寄ってくる男どもに殺気を飛ばしては陰で追い払い続けた。

　ローズがいつしか『氷の女侯爵』などと呼ばれるに至った原因の一端は……恐らく俺が担っているのだろう。決して後悔などしていないが、ローズには口が裂けても言えない……

　だって、ローズを他の男に取られるなんて許せるわけがないだろう？

　ずっと好きだったのに、俺は近づくことすら許されない……

　ローズに纏わりつく目障りな虫などすべて滅べ！　死んでしまえ！

　幼稚だろうがクズだろうがこれが偽らざる俺の本音だ。

　そんな中、俺の鬱屈とした思いを唯一知る幼馴染のケビスが、今回賭けと称しローズと接触する口実を与えてくれた。

　思えばローズの父は十年前に他界し、あの事件から既に十三年の月日が経過している。

　俺も大人になり、容姿も物腰もあの頃とはだいぶ変わった。

　会ったとしてもローズが思い出すとは限らないのではないだろうか。

　それでも万が一、ローズが俺の顔を見て少しでも反応を示したら……その時はローズの記憶を消してすぐにでも去るしかない。

　だが、もしも何の反応も示さなかったら――一人の男としてローズの側に在りたい。

　ただ見守ることしかできず募り続けた積年の思いをローズに捧げ、叶うことなら……愛されたい……

　そうして恐る恐る近付いたローズは、俺を見ても眉一つ動かすことはなかった。

　完全に俺を忘れたまま、赤の他人を見るような目を俺に向ける。

　安堵した反面寂しかったことも事実だ。

　でも構わない。

　その記憶が閉ざされたままでいてくれたから、俺はローズと共に過ごす免罪符を得ることができた。

　ローズ、俺にとって君との三週間は……夢のように幸せで、迫りくる期限は地獄のような苦しみだった。

　なのに……愛してる、君しか見えない――そんな俺のあまりに切実な思いは何一つ君に届いてはいなかった。

　俺の示す愛情のすべては、賭けのための欺瞞だと見做されていた。

「違う……」

　込み上げる感情に心が昂り、伝う涙がローズの掌に零れ落ちる。

「ローズ……愛しているんです……」

　俺はローズの手を握り締め、激しい慟哭どうこくに身を震わせた。

　一度心情を吐露してしまえば、もう止めることなどできなかった。

　好きだ、愛していると、ローズへの積もり積もった思いが戦慄く唇から止めどもなく溢れ出す。

　いったいどれほどの時間そうしていただろう。

　ふと、ローズの指が弱々しく俺の手を握り返した。

　ハッとしてローズに目を向けると、琥珀の瞳がぼんやりとこちらを見上げていた。

「ローズ、目が……すぐに医者を――！」

　慌てて立ち上がる俺の手を引いて、ローズは緩く首を横に振った。

「だい、じょうぶ……ここに居てください、ルカ」

「……分かりました」

　俺は涙を拭いながらベッドの縁に腰を下ろし、ローズの顔を覗き込んだ。

　するとローズは少し眩し気に目を細め、柔らかく微笑する。

　その笑みが、かつて地下牢で見たあの笑顔と重なり、心臓が痛いほど締め付けられる。

「ルカ……すべて、思い出しましたよ」

「すべて……？」

「ええ……私達、幼い頃地下牢で会いましたね」

　俺は咄嗟に二の句が継げなかった。

　忘れてしまうほど辛い記憶を思い出したのに、ローズは平気なのか？

「どこか……苦しくはないですか？」

「いえ……たしかに恐怖心はありますけど、耐えられないほどではありません」

「俺が、思い出させてしまったんですね……すみ――」

　続けるべき謝罪の言葉は、ローズの指先によって封じられた。

「思ったより気分は悪くありませんし、むしろスッキリしています。だから謝罪は不要ですよ」

　ローズの断固たる眼差しに屈して渋々頷くと、ローズは微笑みながら俺の唇から指を離した。

「あの時あなたが側に居てくれたから、幼い私はちっぽけな誇りを失わずにいられた……改めてありがとうございます、ルカ」

　そう告げるなり、ローズの目から涙が零れ落ちる。

「ローズ？　どうして……」

「私……記憶がなくてもあなたの瞳を覚えていたんですね。だからその目になら騙されてもいいって思えたんですよ……」

「違う！　違うんですローズ……」

「ルカ？」

「賭けの話があったことは事実です。でも……あれは俺の背を押すため、友人が仕組んでくれたことだったんです」

「仕組んだ？　いったい、何を……？」

　俺はすかさず身を乗り出し、ローズの額に自らの額を押し当てる。

　すると涙で色を深める琥珀の瞳が、戸惑いを示すように揺らいだ。

「俺はローズが心配で、ずっと陰から見守っていたんです。でも……喪失した記憶に触れてはいけないと……直に接触することはできずにいました」

　パチパチと困惑したように瞬く瞳に自嘲的な笑みが込み上げる。

　まるで変質者のようだと引かれてしまっただろうか。

　だが、彼女に対しもう何も偽りたくはない。

「友人は賭けという形で、身動きの取れなかった俺の背を押してくれたんです。正直賭けも勝敗も俺にとってはどうでもよかった……ただ、情けない俺にはあなたに近づくための名分が必要だったんです」

「どうして……そこまでして……」

「好きです、ローズ……地下牢で出会ったあの時からずっと、気が狂いそうなほどあなたに焦がれていました……」

「あ……」

　再びローズの目からボロボロと涙が零れ落ちる。

　俺はローズの背に腕を差し入れ、その体を慎重に抱き締めた。

　するとローズの腕が縋るように俺の首に巻きつけられる。

「ローズ……これまであなたに捧げた言葉はすべて俺の本心でした。あなたを愛する心に何一つ偽りはありません」

　耳に捻じ込むよう幾度も愛してると囁くと、俺にしがみつくローズの腕に力がこもった。

「……も」

「え？」

「私も……あなたが好きです、ルカ……」

　消え入りそうなローズの告白を、信じられない思いで受け止める。

　ローズも俺を？　本当に？　これは都合のいい夢ではないのか？

「ルカが示してくれる好意は、すべて賭けのための偽りだと思っていたから……苦しくて、私……」

　ローズは身を震わせ嗚咽を漏らす。

　こんなにも、俺はローズを苦しめてしまっていたのか――

「ごめん……苦しめてごめんなさい、ローズ……あなたを心から愛しています……俺の言葉、今なら信じられますか？」

　激しく泣きじゃくりながらも、ローズはこくこくと何度も頷いてくれた。

　ああ、やっと俺の思いがローズに届いた……！

「なら俺達……もう別れる理由はありませんよね？」

　再びローズが首を縦に振り、俺の背にぎゅっとしがみついてくる。

　その愛しい温もりを強く抱き締め、俺もローズと共に泣いた。

　互いに胸に溜め込んだ思いを吐き出し、泣いて抱き合って、無我夢中で唇を重ねる。

　そうして泣き疲れていつしか眠りに落ちるその瞬間、ローズが「愛してる」と囁いた……気がした――

















ローズの幸せな誤算












「はぁ……」

　もう何度目かもわからないミリアムの溜め息を眺めつつ、気まずい思いを紅茶と共に飲み込む。

　気の利かない私には、今のミリアムに何と言葉をかけていいのかが分からない。

　結論からいうと、ミリアムとボリスは破局した。

　そのことに関して、私も少なからず関与しているので心が痛む。

　というのも、人の良いボリスはニールが私の従兄だと知り、特に目をかけてくれていたらしい。

　その良心に付け入られ、ボリスは叔母が雇った魔法使いに精神支配を受けてしまったという。そして本人の意思とは無関係に、ニールの脱獄に手を貸してしまった。

　今回の件に関わった叔母も魔法使いも、既に捕縛され牢に入れられたのだが、魔法使いは魔塔の管轄なので王国では裁けず、ルカ監視のもと魔塔へと送られた。

　どんな罰を受けたのかは……知らないほうがいいとルカは笑っていた。

　その様子から口に出すことも憚られるほど非人道的な罰なのだろうと察せられる。魔塔主は見た目に反し、決して罪を軽く扱わない人なのだとルカは言っていたから。

　ニールは裁判の結果、国境の最前線へ送られることが決まった。

　それは事実上の死刑宣告といってもいい。

　無様に泣き叫び慈悲を乞うニールの姿を目にし、ほんの少しだけ溜飲を下げられた気がした。

　そしてボリスはというと、魔塔主の執り成しもあり罪には問われなかったものの、本人自身の気が収まらないとのことで、辺境部隊への赴任を自ら願い出た。

　それが受理されたことにより、ミリアムとボリスは話し合いの末別れを選んだのだという。

　誠実なボリスはミリアムに合わせる顔がなかったのだろう。

「ミリー……一族のゴタゴタに巻き込んでしまってごめんなさい……」

　ぺこりと頭を下げる私に、ミリアムは今度は盛大な溜め息を漏らす。

「私だって前オリオール夫人でしょ。もうね、仕方のないことだって頭ではちゃんと分かってるの。だから大丈夫、今は時間が必要なだけ」

「うん……力になれることがあったら何でも言って」

「ありがとう、あなただけでも上手くいってよかったわ」

　そう言いながらミリアムは優しく笑ってくれた。

「いい？　本当に好きなら絶対手放しちゃだめよ。私なら大丈夫、男なんて沢山いるんだし、また新しい恋を見つけてやるんだから」

　強がりだとは分かっていても、ミリアムからの励ましは素直に心に響いた。

「そういえばもうすぐ領地に戻るんでしょ？」

「うん、色々あって遅くなっちゃったけど……二日後には戻る予定よ」

「そっか、第五王子殿下も一緒に？」

「あ……そうなの、ついてくるって聞かなくて……」

「わあ、愛されてるなぁ」

　冷やかすようなミリアムの眼差しに耐えかね視線を手元に落としたところで、ノックと共にティールームの扉が開かれた。

　慌てて立ち上がろうとするミリアムを制し、現れたルカはキラキラと輝くような笑みを浮かべた。

「どうぞそのままで、よかったら俺達も仲間に入れてもらえませんか？」

　ルカの背後から一人の男性が、ひょっこりと人懐っこい笑顔を覗かせる。

「ケビス・ターナーと申します、オリオール侯爵様。ミリアム嬢、お久しぶりです」

「ケビス公子……どうしてあなたがここに？」

　ミリアムの顔が心なしか引きつっているように見える。もしかしたらあまり会いたくない人物だったのだろうか。

「ルカの親友としてオリオール侯爵様にご挨拶に伺ったんです。君までいるとは知らなかったけど」

　ぐぬぬと眉を吊り上げ、ミリアムは勢いよく立ち上がった。

「ローズ、私用事を思い出したわ。第五王子殿下、申し訳ありませんが失礼いたします」

　ミリアムはケビスだけをあからさまに無視して部屋を去って行った。

　あとには何ともいえない微妙な空気が流れたものの、二人は何事もなかったかのように席に着く。

「ケビス公子……もしかしてミリアムと何か因縁が？」

「んー因縁といいますか……以前彼女の友人女性とゴタゴタがありまして、そのことで怒っているのかもしれませんね」

「ああ、なるほど……」

　一方の話ばかりを鵜呑みにはできないものの、友人思いのミリアムが焚きつけられ怒りを暴走させた……という姿は私にも容易に想像できる。

「オリオール侯爵様、今日俺がここへ来たのは謝罪のためなんです」

「謝罪？　何のことでしょう？」

　訝しむ私に向かいケビスはぺこりと頭を下げる。

「ルカに賭けを提案したのは俺です。ルカはずっと一途にあなたを思っていて、俺はその手助けがしたかったんです」

「そのことはルカからも既に聞いていますよ」

「それでも賭けの対象にされるなど、さぞ気分を害されたことと思います。なによりルカとの間にどんな遺恨も残してほしくはありません。だから改めて謝罪いたします」

「分かりました、ケビス公子。あなたの謝罪を受け入れます」

　ケビスは頭を上げ、にこりと満面の笑みを浮かべた。

　これは……ルカとはまた違った意味で破壊力のある笑顔だ。

　柔和で親しみやすい容貌に加え、何でも許してあげたくなるような愛嬌をケビスは備えている。

　なるほど、女性関係での揉め事も大いに納得だ。

　そんな失礼なことを一人合点していると、ケビスはすっくと立ちあがり優雅な所作で一礼した。

「お許しを頂き感謝いたします、オリオール侯爵様。今日の所はこれで……いずれ日を改めてお話しする機会をください」

「ええ是非。よろしければ領地まで遊びにいらしてください。ルカも今回一緒に行く予定ですので」

「それはいいですね、必ず伺わせて頂きます」

　ケビスはルカに目配せをするなりウィンクをし、スマートにティールームを退出していった。

　いい意味で存在感のある人物だ。

　後味の良い余韻に浸りながら暫し扉を眺めていると、背後からがばりと抱きすくめられハッと我に返った。

「ルカ？」

「他の男に目移りしないでください」

　むすっと拗ねたような物言いから、彼が今どんな顔をしているかが想像でき、思わず吹き出してしまった。

「ケビス公子を連れてきたのはルカじゃないですか」

「それは……どうしてもあなたに謝罪したいと言って聞かないので仕方なく……」

「むしろケビス公子には感謝してますよ」

「感謝？　何故ですか？」

　私は顔だけ振り返ってルカの頬に口付ける。

「お陰でこんな素敵な恋人を得られたんですから」

　にっこり笑ってルカの頬に指を這わせると、ルカは私を抱き上げるなり目元を掌で覆い隠した。

「ルカ？　どうしたのですか？」

　戸惑っているほんの一瞬の間に、辺りを包む空気が変わった。

　見えなくたってこの慣れ親しんだ匂いで分かる、どうやらルカは私の部屋へ転移したらしい。

　そのままそっと抱き下ろされたのは、これまたよく馴染んだベッドの感触だった。

　ルカの手が離れると共にゆっくり目を開くと、理性と本能との狭間に揺れるあの眼差しがジッと私を見下ろしていた。

　その瞬間、存在を主張するようドクッと大きく心臓が鳴る。

　今なら痛いほど分かる。

　ルカの中に燻り続けていたこの熱い渇望こそが、私への恋情だったのだと。

　そしてそれに触れるたび、こんなにも私の感情が、体が昂るのは、無意識にその愛に応えていたからなのだ。

「ルカ……私が欲しいのですか」

　ルカはベッドの上に身を乗り上げ、キスをするように鼻先を触れ合わせる。

「あなたが欲しくない瞬間など……俺にはありません」

「私とするのが怖いと言っていましたね。それは今も変わりませんか？」

　ルカはつと目を伏せ、悩まし気な吐息を漏らした。

「怖いです……きっと、ますます気持ちに歯止めが利かなくなるから……ローズ、俺のすべてを受け入れる覚悟はありますか？」

「ふふ……歯止めが必要なのですか？　ねえルカ、そんな無粋なことを言わずに、あなたのすべてを私にください」

「ローズ、あなたという人は……」

　喜びと一抹の苦悩、そして滾るような情欲に瞳を潤ませながら、ルカは私の下唇に齧り付く。

　出会った時からこの瞳が好きだった。

　私の凍った心を揺るがし、理性を狂わせるその熱が。

「んんっ……」

　まるで競うように口内を貪り合っているだけで、脳の奥がジンと甘く痺れてゆく。

　その感覚に酔いしれている間に、私は身に着けているものすべてを剥ぎ取られていた。

　口内をぐちゅぐちゅと貪りながら、ルカは露わになった乳房を揉みしだき、先を摘まんでくにくにと捩じり上げる。

　くすぐったいようなもどかしい疼きに堪らず背を反らせると、ルカは突き出された乳房をぱくりと食んだ。

　先を飴のように舐め転がしながらじゅるっと音を立てて吸い上げ、時折甘く噛まれるたび、ビクビクと身体が痙攣する。

　気持ちがよすぎて、幸せで、ルカがあまりに愛おしくて……言葉にならない感情が溢れて頭がどうにかなってしまいそうだ。

「ああっ……！」

　狂おし気に私の身体中を舐め齧りながら、いつの間にかルカの唇は私の陰核に吸い付いていた。

　ちゅうっと吸われただけで全身が痛いほど強張り、胎の奥から愛液が滲み出るのを感じる。

　さらにざらついた舌で敏感なところを舐めしゃぶられ、腰は浮き上がり、ブルブルと下肢が震えだす。

　強すぎる刺激から逃れたくて身を捩るも、腰をがっしりと抱きこまれ身動きが取れない。

「あっはっんん……！」

　時に焦らしながら弱いところを執拗に嬲なぶられ続け、ゾクゾクとした疼きが背を駆け上がり、脳で真っ白く弾けた。

　その瞬間、甘過ぎる余韻が全身を包み込む。

　そうしてヒクヒクと収斂しゅうれんする膣口をルカの舌がベロリと嬲った瞬間、ふるっと体が震えた。

「ル、カ……」

　私の呼びかけに応えるよう、ルカがつと顔を上げる。

　その瞳に宿る飢えた獣のような渇望に射抜かれ、身の内から震えるような戦慄を覚えた。

　ああ、この目が堪らなく好きだ。

　蒼を赤に染め上げるほどの、粗暴で剥き出しな獣欲に濡れるこの瞳が。

　私はルカの背を抱いて引き寄せ、耳朶じだを食みながら熱く囁く。

「愛してます……」

　その瞬間、ルカを包む空気が一変した。
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　熱い腕かいなが縄のように私の体に絡みつき、凶悪な怒張が容赦なく泥濘へと突き入れられる。

「はっ……！」

　一息に奥まで貫かれ、そのあまりの圧迫感に呼吸が小刻みに浅くなる。

　全身を痛いほど締め付けられ、足りないものを埋め合うかのごとく深く交じり合うこの充足感……心も体も繋がるとはこんなにも幸せなことだったのか。

　あたかもゲームのように考えていた自身の浅はかさを恥じる。

　恋とは、こんなにも苦しく切なく、そして満ち足りた感情をもたらすものだったなんて……

「……言葉では伝えきれないほど愛しています……俺がどれほどあなたを求め、狂いそうなほど焦がれていたか……知らずにいたあなたが俺は……正直憎らしいです……」

「全部教えてください、ルカ……あなたがどれほど私を愛しているのか……」

「ローズ……」

　狂おしい思いのたけをぶつけるようにルカは荒々しく唇を重ね、ゆるゆると腰を前後に揺すりはじめた。

　隙間なく中を満たすもので隘路を擦られ、ゾワゾワと下腹にもどかしい熱が溜まってゆく。

　やがて肉襞がヒクヒクと蠢きだし、もっとと強請ねだるようルカに絡みつく。

　するとルカは唇を触れ合わせたまま悩まし気な吐息を漏らした。

　そのあまりの艶めかしさに当てられ、脳がジンと甘く痺れ、中の締めつけが更に強まる。

「くっ……」

　ルカはぶるっと身震いし、苦し気に眉を顰めた。

「あなたは本当に、体も意地が悪い……もう、我慢できません……」

「きて……ルカ……」

　私はルカの首筋に強くしがみつき、奥深くへ誘うよう腰に脚を絡めた。

　それが合図かのようにルカは深く浅く抜き差しし、徐々に加速度をつけて抽挿を速める。

　突き上げるよう荒々しく奥を穿たれるたび、中が大きくうねってルカに吸い付き、強張る足指がシーツを掴む。

「あぁっ深、い……っ」

　弱い奥を執拗に攻められ続け、強すぎる絶頂に全身が痛いほど硬直した。

　ルカは更に抽挿を速めると、一際深く腰を入れ、最奥で精を放った。

　息を荒げながら、ルカは私の身体を強く抱き締める。

　決して離すまいとするかのようなその力強さに、トクリと胸が高鳴った。

　愛されている……こんなにも切実に求められたら、そう実感せずにはいられない。

「愛してます、ローズ……あなたが好きすぎて気が狂いそうです……俺の言葉、信じてくれますか？」

「ええ、もはや疑う余地もありません」

「……本当に好きです……今でもこうしているのが夢みたいだ……」

「ふふ……夢でも現実でも、私を愛してくださいますか？」

「……寝ても覚めても、いつだって俺にはあなただけでしたよ、ローズ……」

　ルカは舌を差し入れながら唇を塞ぎ、再びゆるゆると腰を揺すりだした。

　すると中のものがみるみる力を取り戻し、苦しいほど中を満たす。

「んっ……」

　息苦しさに小さく身じろぐと、ルカは唇を離してこつりと額を合わせた。

「知ってますか、魔法使いっておしなべて強欲なんです」

「いえ、はじめて聞きましたけど……？」

　私の返答を聞き、ルカはこれまで見たこともないくらい蠱惑的な笑みを浮かべた。

　その妖しい美しさに一瞬見惚れると同時に、何やら嫌な予感を覚える。

「一度執着したものは死ぬまで追い続けます」

「それってつまり……？」

「あなたを一生離しません。俺と結婚してくれますか？」

「え……と、話が早すぎませんか？」

「あなたにとってはそうかもしれません。でも俺にとっては……ねえローズお願いです、俺を側において一生捨てないと誓ってください……」

　きゅーんと捨てられた犬のような切ない目で見つめられ、うっと言葉に詰まる。

　ルカはずるい、私がこの目に弱いと分かっている確信犯だ。

　私はルカの視線から逃れるよう首筋にぎゅっとしがみついた。

「……マル」

「え？」

「私には領地にマルという愛犬がいます。彼があなたを気に入ったら、前向きに考えます」

「俺って……犬以下なんですか？」

「マルは私の唯一の家族なんです。もしもこの先私と一緒に暮らす人がいるとしたら、マルと仲良くなってもらうのが条件って決めてました。嫌なら――」

「絶対仲良くなってみせます」

　力強い言葉と共にルカは上半身を起こし、上から私の顔を見下ろした。

「あなたのためなら、俺にできないことなどありません」

　ルカのキラキラと眩いばかりの笑顔に当てられ、きゅんと胸が高鳴る。

　いまだかつてこんなにもひたむきに私を思ってくれた人がいただろうか。

　オリオール侯爵ではない、ただのローズという女を。

　じわっと込み上げる涙を誤魔化すように私は笑った。

「期待、してますね」

　ルカは嬉しそうに笑うなり、グッと深く腰を入れた。

「っ……!?」

　弱いところを少し攻められただけで、快楽に蕩かされた体はいとも容易く達ってしまう。

　経験するまで知らなかったが、絶頂とはとんでもなく体力を消耗する。

　しかし目の前の男はまだまだやる気満々の様子だ。

「る、ルカ？　あの……」

「疲れたら遠慮なく寝てくださいね。俺が隅々まで丁寧に洗って差し上げますから」

「い、いや、そういうことでは……あんっ……！」

　私の言葉など綺麗に無視して、ルカは私の乳首にしゃぶりつき、激しく腰を打ち付けた。

　更に秘芽を指の腹で優しく擦られ、恐ろしいほどの快感の波に攫われ理性が砕ける。

　そしてそんな私を見下ろすのは、出会った時から私を魅了して止まなかった、貪欲な渇望を宿したあの瞳。

　その滾るような欲が、すべて私へと注がれるものだったなんて……

　射殺さんばかりの眼差しに全身がゾクゾクと震え、中がヒクヒクと蠢きながらルカに絡みつく。

　ああ、堪らない……焼き尽くされそうな凶悪な眼差しに囚われ、抗うことなどできない。

　身も心も支配される感覚を味わいながら、もしかしたら……と頭の片隅で思う。

　今の私も、ルカと同じ目をしているのではないかと。

　仮に愛という渇きが永遠に満たされぬものなら、私とルカは朽ち果てるまで互いを求め貪り合うしかない。

「ああっ……！」

　そして、ルカとならそんな未来も悪くはない。

　絶え間なく隘路を穿つルカの激しい欲を受け止めながら、私の頭は仄暗い恍惚に塗り潰されていった――

















エピローグ












「元気そうだな、ルカ」

　久方ぶりに会うケビスが、ヘラっと笑いながらガッシリと俺の肩を掴んだ。

「ふん、ローズの社交辞令を真に受けてノコノコやってくるとはな……図々しい奴め」

　俺の憎まれ口を笑い飛ばしながら、ケビスはソファにどかりと座った。

　ローズと共にオリオール領へやってきてから、早いもので三ヶ月が経った。

　いつかのためと磨きに磨き上げた社交術が大いに役立ち、俺はこの地にすっかり馴染んでいる。

　そしてローズの愛犬マルに至っては、双方の力量差を秒で悟るや否や腹を見せ、あっさり俺に陥落した。でかい図体をして口ほどにもない……いや、実に賢い犬だ。

　そんなマルの様子にはローズもかなり驚いていたが、お陰で俺との未来に前向きな姿勢を見せてくれ、晴れて婚約まで漕ぎつけた。

　そう、今や俺はローズの『婚約者』に昇格したのだ。

　朝はおはようのキスではじまり、時間さえあれば所かまわず交わり、そうして四六時中ローズの温もりを感じながら眠りに落ちる……そんな夢のように甘い日々を過ごす俺はまさに幸福の絶頂に居る。あまりに幸せ過ぎて怖いくらいだ。

　それもこれもきっかけをくれたケビスのお陰なのだから、当然心の底から恩を感じている。

「オリオール侯爵は留守か？」

「ああ、今日は商談で外出している。夕餉ゆうげには会えるだろう」

「それは楽しみだな」

　ケビスは緩く口角を上げ、じっと俺の顔を眺めた。

「結局ルカの一人勝ちになったな。持ちかけておいてなんだけど、お前がここまで上手くやるとは思わなかったよ」

「まあ正直……俺も自信はなかった」

　ふっと苦笑すると、ケビスは意外とばかりに肩をすくめた。

「性格はともかく、お前の外見に落ちない女なんているか？」

「……俺の外見に簡単に惑わされてくれるような人なら……これほどなりふり構わず追い縋ったりはしなかったさ」

「……まあ、たしかにな」

　くすりと笑うケビスの顔は、どこか寂し気に見えた。

「ケビス……」

　俺にはその理由が分かる気がした。

　何せケビスと俺には、『初恋を引きずりながらも気を回しすぎて踏み出せない、意気地なしのヘタレ野郎』という情けない共通点があるのだから。

　ケビスの思い人はミリアム・レトラント嬢だ。

　過去のちょっとした行き違いから嫌われてしまったうえ、レトラント嬢には早くからヨアン・オリオールという婚約者がいた。

　二人が婚姻をしたあと、ケビスは自棄になったか親に言われるまま政略結婚をした。

　しかし昨月、円満に離婚が成立したとケビス本人から報告を受けた。

　もしかしたら俺が長年の初恋を実らせたことにより、ケビスにも思うところがあったのかもしれない。

　だったら、今度は俺がお前に手を貸す番だろう？

「来月、レトラント嬢がパーティーを開くそうだ。お前も行かないか？」

　俺の提案を受け、ケビスの全身にさっと緊張が走る。

「なっ……俺は、招待されてないが……」

「実はな、よかったらお前も一緒にとレトラント嬢から招待状を預かっている」

「え!?　本当か!?」

　目玉が飛び出るほどの驚愕とはまさにこのことだろう。

　ケビスのあまりに傑作な顔芸をたっぷり堪能し、レトラント嬢からの招待状を手渡した。

　実はオリオール領へ発つ前ケビスへの誤解を解くべく、俺は自らしたためた手紙をレトラント嬢に渡したのだ。

　そして幾度か手紙のやり取りを重ねた結果、レトラント嬢の誤解を解くことに成功した。

　その頃、丁度ケビスから離婚成立の報を受け取った俺は、二人を引き合わせられないかと考えた。

　そしてこれまでの非礼を謝りたいというレトラント嬢に対し、ケビスをパーティーに招待して直接話してやってほしいと頼み込んだのだ。

　レトラント嬢は快諾してくれ、この度ケビスへの招待状を得るに至ったという訳だ。

　ケビスは招待状を大事そうに受け取り中をあらためると、俺に深々と頭を下げた。

「ありがとうルカ……まさかお前が俺のためにここまでしてくれるとは……」

「別に……これで借りは返したからな」

「ああ……お前のそういう素直じゃないけど義理堅いとこ、やっぱ好きだわ」

「気色悪ぃこと言うな……ここまでお膳立てしてやったんだから、あとはお前でどうにかしろよ」

「分かってる。二度とないこんなチャンス、絶対逃さないさ」

　太々しいばかりのケビスの笑顔を前にし、俺の心は一仕事やり終えたような充足感に満たされていた。

　そしてふと、俺に賭けを持ちかけた際、ケビスもこんな気持ちだったのだろうかと思う。

　これは……中々悪くない気分だな。

　ケビスの女受け抜群な甘い顔を眺めながら、絶対上手くやれよと内心エールを送る。

　もし二人が上手くいってくれれば、ケビスは長年の初恋を実らせられるし、ローズもきっと喜んでくれる――まさに俺にとっては一石二鳥だ。

「それにしてもルカ、お前ずいぶん雰囲気変わったな」

「俺が？」

「ああ、なんかこう……砂糖菓子みたいだ」

「あ？　なんだその虫唾が走るようなたとえは……」

　俺が嫌そうに顔を顰めると、ケビスはハハッと笑いながら肩を揺らした。

「オリオール侯爵の前では相当猫被ってるみたいだけど、元々のお前は腹黒くて触れたら切れるナイフみたいにヤバい男だからな」

　まあたしかに、かつての不品行さや性格の悪さを否定はしない。

　そもそも兄達のように品行方正だったなら、地下牢でローズと運命の出会いを果たすこともなかったはずだ。

「本当に、幸せなんだな」

「羨ましいだろ、毎日夢の中にいるような気分だ」

　こうしていつものように馬鹿話で笑い合っている俺達の会話を、ローズが扉前で聞いていたなど、この時の俺は思いもよらなかった。

　ローズは俺の気持ちを信じてくれてはいたが、頭の片隅では賭けの事実を拭い去れずにいた。

　しかしこの時のケビスとの会話で、ローズへの疑いようのない愛が痛いほど伝わってきて、それが本当に嬉しかったのだとローズが語ってくれたのは、成婚後しばらくしてからのことだった。

　また知らないところでケビスに救われていたとは……俺は一生ケビスに頭が上がりそうもない。






「愛してます、ローズ……」

　過去を思い出しながら、今や愛する妻となったローズの寝顔を見つめ、背後から包むように抱き締める。

　何年経とうと色褪せるどころか、俺の中のローズへの愛はより濃く鮮やかに深まってゆく。

　ローズの温もりを全身に感じながら、思わずはあっと深い溜め息が漏れた。

　明日からしばらく魔塔へ行かねばならない。

　数日の別れすら耐え難くて、俺はローズの寝衣を剥いで全身に痕跡を刻み付ける。これが消えてしまう前にさっさと仕事を片付け、必ず戻ってみせると闘志を燃やしながら。

「んっ……」

　夢現ながら感じているのか、ローズは身じろぎながら俺の頭を抱いた。

　警戒心の強いローズが、こんなにも俺に心を許し、受け入れ、愛してくれている事実に心が昂る。

「一生、離しません……」

　誘うようにつんと上向いた乳首に吸い付き、ゆっくりと蜜洞に怒張を捻じ込むと、ローズは悩まし気に身をくねらせ、ふふっと笑った。

「私も……離して、あげません、よ……」

　えっと顔を上げると、ローズは半覚醒状態でふにゃっと無邪気に笑った。

　滅多に見られないローズのあどけない表情に、ドクドクと心臓が早鐘を打つ。

　ああ、本当に敵わない。

　俺は結局、こうして果てもなくローズに囚われ続けるのだろう。

　ローズ・オリオール――出会った時から鮮烈な輝きを俺の胸に刻んだ唯一無二の存在。

　ルカというつまらない男の人生をまるごと塗り替えてしまった愛する妻を、俺は今日も宝物のようにそっと抱き締めるのだった――
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